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ii研究ノート ii

市農による戴朝と報道的霊長聖書(2.措)
イギリスの法廷的;辱を三区一材として

小 i甫誌{足

ヨノ"ノ、今
治 i章刊誌玄武と本稿の射号ll

第2羊 イギlノスに;i"3けるはじ俗協のほ在日

(:;.3 中;)、i王~存~J['

第 4誼裁判!りlとしl、sf:!:写

有;;1節公表が裁判J;-~ll.l，与える;;.響

:~} 2 Ni 影う?を牛ぜ LJノる公i2C)山手手

第3節小針

ω日中 ;J、i王r立E号のlilえる同組
第 Ind 4'1; 'f刊の見}f:

前 2節 緩やかな中三次

第日制j 代替手段rコ可括性

第4節 J、折

1古 h宣 告弘道苅市1;(T) !gJ垣

第 1目 玉!(+I~ 民制度〆幸三辺のおt響

沼2節結びにかえて

第 4章裁判所ど法廷侮辱

第 1節公表が裁判所に与える影響

I-.;-iij耳、

前幸まむにj帯、たう;こ ，'H主 fjJ;存県別の日 Ú~!立、;商!な司法込山ないし 'J'~

ー ~.Û、 :J:Ji 全日円)ふ今日1



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

iIな裁判IJ0)保護である。?千 Ij スにおし 1 て、 l間半*針。))品々、司法~~'e と裁 Fl

を1tう武明IJ)引を十育成するのは、 h士通 職安法半IJ刊誌よひ治安判事でJちる J これ

らの構!ι長に対して下断?のf主1;主がノ|じ λ場介、公表:止符守となる た土し、
判外上、主主判所の格税良が内与によふ;;f;響を受けるかィ、ト、およがその径肢の

.~[: :可は、陪審・職業裁判官.;1-:!i.'判事;こよ'，'くなるこ解されてきたこ

第1款 結審・治安判事

公表により、刑事王it にはす 4iiう胃の f;~r買が生じた乞 1屯ドJ されたほとんピの

.':]J.;vl;:工。川審の F~}j オるユ例であるといわれどいる}い 般:f0(こ、 [;(1'審は、 :1、

「応な ~Jii減歩受けておらず、また辻、 (tj知識が官!ても t 込ない"れゆ刀、前寺市は、

事実認定に当任"、1'~~l~;.:工LHi主主を受1)'1"9一ぃ2考えられといる J このよう

な判資(三、踏訂の「弱市 であるといわれ Lおり二この|岩市の「弱戸 lのイナ

(:: 1立、心辱J阜I;JJO)写会的か(1ニミLさオ(る依拠のひとつ~あるつまた、玄人カ公以

lよる影響をセ1，']-やすいとし寸治J創立、治安flJ事lついても当てはまゐ九

判明におwγCも、"くから、陪審乃ヲヨ口、」はお拍され C)'31)¥ ili:干のおj

~);においても、治 ~(!)tt~/) ~二つい亡、卜Jt長山;:::.摘士一JA VJ オしる。 :~J80ノ!の BBじ

jc"十におして、サ一司ン判事 1，L()rc; S:d ll'il1l;土、以下びように誌、べた A

あるノ、がpド追され λ場令lご、イレえが役U)過!，，:的生い素行か公表L、

または 1止に渇する iI}j'~ 的な日じとド士吉き κすことは、:D.Jにな iJ、廷供与「あるへ

そのよろな1; 為に;土、 ~D仰を;11 人的公 l' な裁判を目l::するoったな危5えが17
イr するし主:ぜなら、仏審は、叫に、1.~らが読んだり間 i たりしたものによッ

て、与しいWf;:J-~ト号けるからであ

このように、陀香は 1:'析を生じさ廿るノ弓去のブネPを排陀できない fいう認献

がある I そ .c、[:0審ク〉ノ制J、に及ぼされるであろう事告の仔|前は、依存原則

いwcand SllJrin. lhc Lau' o( ct利目nf:l， (3;.(~ 吋 n.. I却し erv"-or~h ， 19引j) 137 
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研市ノ

を J葺+!するごとによって読本さ~~、裁判は:三回f'í')危険から iZ課されるとさえら

i lてLるグJである J

i也 lJ、比較的近イ{ご:二、法審が公表等(:~ ，.::.-:' -ci~t 怯ほを I'~心から J非除ずる

能力hついて、涜問ほしない見町もALJιる 19~(-i年<7)ニ t ス・ ;1")>_ "7 

ーコースべーノトースr事刊えにれし1て、 ンコン トサルトソ〆 PJ主的;.， JOhll 
口o:，aldso;-:l'vLR') (.;;，-、以十のよう iゴ!とべた

「双子判官が、 JN審が影響子受けやすい〆いつ 引用者作~ h守~K され f>{;:;

千円を有していることについて、私ii三点に許可する"れにも治元わ円守、

こうい今わけか、栽刊が、也ならぬ子ぴ)性質(こよ〉ご、問つする jべ亡の

主主ト、 J訟の訪町ふ上り主吐 l 、 t{~)Jミちれた~iF:!j~f 告h 当:深〈主 1で?〆、そし

とj也の ~S11也を除外きせる上う;一次汚に咋していくこ}[立、':p完なのであるj JF 

H判事l土、 7J:， ':':j"~ の計局主によれば、政 そのもののイ，.::クトに;:L')、倍前

とし亡の職.. tをな):'j寸了するう去での jg，切な:~!_~~刀、宇み出 Pれることがある、とい

ラlOーたf二 、このような合言(止、岩本がし斗かなる域合仁も予ド:;>~刈すノゴ免究

を千 Lごいふこ2を示?ものずはな J、 子断的ない裁判jを兵に確保「るとめに

(正、やはり何らかので \f てが必辺とされゐ守品ろう、また、 J/í~{Iのも，究;二よれ

iL裁判中;これわすI/0)説7J、等グ):;:，1)-*により、 1;1':;審カ句、衣v，!，杉悼を緋|肢でえる F

とを一定科医R，-iめながらも、動段などの~Q.~r (l)経持者'dJ る公表であって、感情

い訴え払いものにつし、ては、 F存者 1手、なおそのが干訟を IJI 除し詳し 1 と t~t:~!--r -0見
解もあるム

このように e 近年におい ~l ~よ、 r~ejげを生 1" ~せる公伝子~ Jわれた}i，j合 l二、 1:;:;

昨が必ずしもその影響を去けるわけてはな， !ヲるに解がみられる んで、|宕

嘗が子断:':~;tJ-;j-ω免疫を右していないkする見附も、なお恨ぬいじ陪者辻、骨τ

作品にiF;工れ l 市民の集M本であり、各々の陪審貝刀、公去から J7 ける影'1-!i~ 1:土手

段 tあλう J 計君主(I) 、すなわち公哀に4る長響や受けヘ:"jc ν;十質舟佐

定ぃ勺おくことしし 下断のない:封印;-j;:伴}えするトめのiン:誰7攻守 1草く iリ!?tに

~'\LD ;;79 
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

な口仁いるも(})と型わオしるハ

第 2款職業裁判官

民訴引自安判事プヘノミ哀.'，よる記需を乏:1易し巾;W11':'き1していω 方守、

校的に、職業裁ふj官 f式、公表による再225にメすし工仏挺 Y~j してし h ると川われて

い匂 iにこれ 11.，(につミ、目的年のいンL!ーヲ件l:lにおいて、 ゾリゾジ汽寸T

\Lo 【 nrirlgí'; 之、J;~ ':(J) ):-，う ;::'J主/¥f

「 陪取による'aJ唱が予定されている場合、倍率引屯ドJ を内すべき論出に

~，" .，るt'JC;7)公μ;こより、妨害の牛じる "J佑生は、 I同C1Tある)他方。般
会主HIj'I:\ が主主主する子疋こなっ"ご L 込る専雪寺山論i 、について、戦;-~J;k '1'.1] '::，;が

読ん丈もの L(判道等 引用者住jによ 亡、総長lJが~';智を受ける

iJ~，】性;止、 "1 市に I~Jj弘前で法る 峨主裁判目は、証j見およÎ/"法廷で1i~:二九

L-~i;モ，j、された ;:')h以外りものを考 ~~j~オる二とを、意試LJ<J に計平手〆ないた

ツよけ
つソ」口

このような見解は、公}d'こよる年写1:おのお響!こ討し亡職業主Ä~:irl己ーが強しイユ

夜をI寸ることへの訴訟または信手:の存イIを不!ているよコハ

他方、 λ の訟fi~k または i口念(，-=-~~〆ては、批判的立見郁もある 194~i主のデル

パ ト a オ I~/ -( >'ス事fF'におご、ハンツリ 判事(j-ju;nphr門戸 J' よ、ぷ

Fのごζハな lえはを込べた A

l 裁判±てが外的なIí令市 l こょっ七影，t~lを乏けな t 、人であると浅べたり、三ーの

ようにい;ELた)する二三 l立、 ~Iミっといる また、めえぐ考えるとする

ならば、刑事事件をぬうりて燥の故刊下~f(土、 tll断といっ壮事を也市lご同義に

土るようも応響力ミ及はさjはや1:を、 2，-r，g:;.:"'IJif-;---=->ができぬ j
ハン 7f} ~判事J立、 1院業裁、i11 官がれ約な'l'rg":'-Rによって転校を交けることを懸

念ししいたぶうで£る '3 また、職業裁判;の公主主に討する免世についし確信

:"o¥ye 2~，d S~ιfrü，. st!付aHOfi 1， 12，1 

ibL州 hl!Pk [1989J 2 i¥ll ER lJl0 

.( fbhL;ll 111ら pcr I.ord I-kid只じ
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研市ノ

日むなド刺をイjし、いるのカ 裁判官自材寸志る ;:'1:;これ烹を似し 、や問jに同られ

るそのような見併がi自信にある Lことを指摘する見院もある i'1

以!のように、支務 i 、公表ζ の|舟'j，f~~C 、 d-、活海R原t;:j :;O)適用 ('5i!.-る場耐は、

司試で込ベ丈一世主主 ~d安判官の関ワず'，'事例 l 限られており'-"、職糸誌と*ê'((: 之、

公表にJる号515を交げにく， .こされているが、 1;和 1;うに、職業裁判官の公

表による影響(，~，tJする免疫の11右についと、もL陀悦する込町イも世なかムずみら

オL-~) 0 

第3款 小括

H トのよう(、 -liJQ:(lぢ・七、絞的理~'íと 1〆て;止、素人亡ある守弔ヤ信女判事は、

台六宅ーによる札町影響をヲI除する能力;ー乏Lく、他方、職業Jえ判官!土、そのよ

うると影響にρJ_~L.る免夜を高していると考えら札口ゐゐ、 Lかし、|音刊につ， .て

~;， .y，-Jしもととたの罪九主化交けるわり Cはな v、とラミ'7手権がみられ、 また政

業裁判官J ついては、その免死)J を ifJ.:~出泣する見併がみられるリ比三宅(，，- ):，jする

-íjJ- 1 限の必要性を呼:子~-"? ，?:，場合、こうしん陪審寺の子断jJITt!J包力そのものに-~) 1.， ， 

てり議論に卦1土する心とになろ λが、公表しよる内 Jし、へω影響を測るニとは、

土佐 t:-: 力には ~Þ'i~j' (::卦尚一(合あり、~ぴごとは、口〉ょっ;;-'"見7イ Ulλ践が生じる

|卦ともなうているでおろう。こωょう"、 tJi，tlJHや陪In:等によって構成される

裁判況が、公jJ::(-.:.受ける影響を受げるか否かは、結局の〆こん、':!-"~'、江)6) -8 河

出である。このよ λ な':tし、があるにもかかわ':"-9'\公去を制W~ずゐ云廷海原l出

BlJi主、判記もなお、子出l持除のための保烹子役と 1._-C，玉大な.'G.誌を有l，-C~，) 

台。このことからは、公表にぶつご発 Ij る予断・備えり~~也Hl iさに厳格に

-tJtえ ζ ろ炉 T'<) イ .~-"lì スの誘導が設えゐよ λ(，，'.::.m わ:lL .%'l 

第2節 影響を生ぜしめる公表の内容

繰り返し述べている上うに、公交によ心1i'i:1手:[j':7.，;)が問題となる引は、主tこ、

lG3'-lG'1， ]lじrViSCOllnL Dillwfmcハ〆プリー汁事のι鼻科'，.['jる枇刊として、
Si:'e， N v lJu/tJI， ex j; ¥'ash )060J 2削IET~ 801 at 3D己perLurd F'μ了kerCJ 

ν 】 owe2:d Sdri:-L. S1!カア々 i10tc1. 1ヲ5

以} 日以 !? v Dill/y， ex T ¥，:(ish [E耐 2i¥l1ヒ!i約i
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

公表に J って、哉、~I;ri};.に]ユ併の危険カ'[とる J持作であるこ 1901年のチピ t ソ寸

件 1にお， 'ζ アルパ ストン判事 (Lor('AFwl叫川仔ど.1.

'

:土、以下めように

この国によ)1.'亡、 IV?.l.Qされている事は、致事lJ!iJIにおv、人_1'士l可にかれされ、

かっ法的形式lそった裁ド;!0，'1 rでiごぶされたjj"11抱のみにもとついてのみ、

述べに「

三者 I~J に有罪勺決ふう:け λ る J 被 ;lj ノ、が、心ブ自のん「象となっている犯罪を、

設に行 J 亡しり"~f;ス:t Lι っ そのお持什 Fあっても、このF司のににより

地亡しての汁行刊を斥け!'-)れている主張、つまり役が有罪であるとの主張

または彼のと主治十性慌に討"る J汁子]υ0~ ふ張を公示1 ることにふり仁。治

安♂-?f';Jltiしな f十九}工なムない人々が、偏見のしみこ ιだぢ;{~~もうて彼の有

コド肘況の刑罰に著干さ 4テムれよう，t:l~ たならば、直木なU、おぶ t}吉lJ、の J岨

佳[土、ぷったノワIIIに等かれ、妨止されるのであゐ

ょの4ろな司yJ、心地れそピ誤った方l戸jに蒋く公J、とは、いか去る人j平手のもので

半島d-(:，は、判例をもと仁、侮辱とfljド;?えれる公表内科と、そのよう

二判断されぶ理記につき4免5J'， ~! 

あろうか

第 1款被告人の性格ー経歴に関する公表

役"人に i，jする IQ感 まえば If:恭悲J己」ぞむ-;;-~;~辻るような公表(ょ、 4 コ主

被告人が有吉:εあゐ〉の y析をd:.-¥fしめゐ佑I.Jlを企ずるのと、↑(f!J早い当七七 l
ヨれる-'1 で(土、判例上、いかなる?と支が悔ケ?とと判断され亡きた的であろうかη

ここでは、被告人の性格および経限に泊、にの公去および被告人の過去の犯伴

j て:;~;J~ のノゴ去について、事 :Y; 1~示したあと、この頬mの公表が侮辱 J 干 ';1訴される

I巳拠ぃJ 比三て、キ乙π1を加える I

iを戸行人の性十字および伴げにつ( i 被告人の性格および経歴に関する批判

いて批判すみ公夫i土、売E存 h 該当すゐ J士宮えられている

.1968年(?)，"ムソン ーユ」スベ ノトス

~'!wl 

R -1' Tibiri/sα政i1rulill1si 1 ~(I(I ~': .¥H E~ Rcp 89(i 

fhid 札t~)OL pt'r LonJ Alb引ポcnt'CJ 

心 】 owe2:d Sdri:-L. S1!カア々 i10tc1. 1;32 

~ 1 f( 1; '!削抑制lN州市山YSLI:i口 ρA-(;[H胤へ11En 268 
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研市ノ

、1\公表川!~容

I ~Ý ノイケル・ 7 プドラ e マリ〆ク e冗春干IJ の官三r::J:~ 先事仲介入および

."!除な主

11 己の冗 j2-，h:こ羽〕ては，k試の才能をもノて、、ナ=J

若手ゴ)Fn tiとして経歴を?J~f.~佼;、政治を好むよつにな~') l 

-
p
u
 

物

を

z
八
回
川
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立

寸

ぉ

ヲ

ん

の

2)決判所の勺同[

「特定の場刊日が除いて、 I'I¥'審が被古人の中日暴なt主十告に問マωj"Jらかのこ

亡を知る資格を有さないことを~!tもがd;，めているのだから、その事l 問 Lに

よる公J、 づ i 月者汁]が重大なaJ-':S 11~ 辱;こ当たることは、計l が見 ι4，明

らかであるに注 v ミないJ~" 侮JI子持;え \1，) 

場1.983';'f.のし寸1ゆるブ γ ガシ'Jc'ft11'，明IIC仰い

、引な去のI司7宇

被子?人と斗~-+(i) '1者 j、デ 1~ i;'~ ドとの慌の IJJ↑宇愛関係につし 3 て B 及

し、被;11人会 I~;tt ミょう ωない、仮1出 王立のノl''，:1ーゼ」とゑ: た

三l裁判iJiの判断

l その 11 羽 i土、 I~.~'にとどまりやすい伝l匂を I する描 !r を作 i;Wずらの

であ 1) 。そす ;~ζ れる F とは刊易ずはな'，，'Jり

(とどし、 D81イI'.;t(:981イIi!、廷海尽にp:;'9る;t (lh~; じ()，川 J~lT)l of 

CO'，~rt Ad 1部1;; ~交の公非との同心:ドい渇する議論(T】抗7下が認めりれ、

法行人σ〉也怪や経医:::)、Jする批判が、tIリ科の公表( ii ;前科に関する公表

によりど Jl，ノオし/干場合もま炉、品;:4手k宇]刑「される}

.u):):.)年のパーク事件2

"1)公去の山谷

阪告人が、 ifi労f副を{半う1.;.~月正予号i持;;:i罪に〉き退去[有罪判討を受け、
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。1-.G r Timcs XCJ出向ficrsLid (i D83) Timど3712FtbrIrv ブァーガシ事1-iと
は、パッ干ンガム 8殿の [(1の応半l侵入Lた男性l同「る記事を、円引の全

匝紙が公表し、そ)'-ぞ，cが|寄j七罪でJii さ i~ I~= ..... i![の専門の通称で志るー
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

O')l:{監を~.(tた二とを公去

可決判)ifiの判断

「奇r!!Ap2事r 被告人万三正予託で J/t~12な性十告を右ずるという】11 訟を作 1') 刈

すこ炉が告 21きjしていたこルには、 E是しれ?、l'江古占なv、 供与罪成立

.1992/fのスボ l ーコ」人ベ パ」ス干上半Jsi山

1)公支の内行

I ，ì;~:，tljl の Ujl土、波間7な球ぷ1日手あ斗ー}いづ巻頭壬f.J 亡、被告人

の前刊にト討する l下j，flな情報と伎の百九を公表

:わ裁↑小~fr(1) -;::j民f

Iとくに政刊がユ也hで[了われω場介には そのような望小佐メミ去表が、

缶、久の 9;::民主ぷびク去の警祭の民主に↑半"て行われアーものごあ~)t_l的、

陪計良候椅芸:玉、このよろ午、公表ぃ含まれる清杭を記憶「る jJfl

(ただし、公 i<(/;8~ 山ご、公去の対諒こなみた I;J'['~に対する千均~，i 、 1931

年法 2 粂 3t~および山し司:1 [，' ， "与 逆行中 (ιlCl円、」マやはなか η たのvし、

この公 I~t土コモン・口 t，: ，5: :) t)tわ1しんぐ~スポ、 k私の手続妨古?の忘

J入|か/言ilされなか}たので

8199;-)年のインテ J 之Lフコント・ァレ fジ弓ン・ニュ スネL'Jl件c

'1)公表的内存

ニコリストである紋告人の ~iJ i，:[ 官公1<

~~'f行停ヲミ(7))]立にや l 関する栽刊Uf，吋の判断

[ C前科に関寸る :5 1 !TJ '7;' o': 1情報が l申込や百L;'Tなどじょり 1;;:1'審の

知るところとなれば、 r視における民法的過i'+f戸、すしくtl古されたで
あろうこ Y に、疑いはない

山だ 1;J!ar1" 日 ρJ)C:H/In![19UU-U:-i]リ:IW代(-'1)121 at '/~~， [wr ¥¥'ir::-; J前科に

問言。公表τ 侮民と刊附したいJ:庁朔の事例として、 Scc:1J:-;o， F.' (' Dα1'1 f S 
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19~H年世ーは、厳科麦{千弘、日;jûコ迫 m を 手続カ I ytfji戸」の場開に r;J~ノどし、

い品。続恰五Il原見11fついては、第3;;寸前 資事l辺、公去の巧期(，"'-)いては、
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研市ノ

J ただし、公去の時 l立から裁判lが対給されるまでσ、 ~~J に自ノ， JIが経過寸

る見7F、みどあい [;，; i¥ !'こ関する非常に最終4:tR J:~に上てンて f同山内な

}-:i遣が昼視さμるこどもなかっIIめ、被告人の了統に対 I ~，-当該公式

がヲえ'，'功'声の危険は実質的ではなかった}士ア:主主判が1;われる見込み

の，JI).-:;丈rJ〆ドンにぶいては、公去を行った新凶つれまとむど流Jkti.してい

なかったの c、トコ審員w浦町が当該記?を北方、記憶を保件オ令子寸能子l
が1止いル考えられ子。 1な辱:j~~小成 ;'，r)

( iii ;小括 以 kめように、被古人のJ宇治や経肢を引いJする J.':I、十、吉すがに

関1 る公表は、悔Ji}行方fとみなちれω 前科の公表、または、岩「裕干~~fltr-ずや

批判 1-L公式l止、被告へに対する続三感を引き起二 Fものであ!日 l、そ札によっ

て当該被白人ω手絞に妨詰の/&険を生ぜ~(V)ると考えられて t 吟~~去の吋 l河

北耕闘の凶同司令苅、 +/1>1-: などの tl百により、{Í1~写:)ドが認 J包与れなかうた t 引に

ついても、ち江手トや悲f格に閣するこミ表が、対常的危険宇佐ぜ1めるf資を有す

るものであることが示されてt' る まん、前十↓じつま A:J 、松告人 i 対 7 る:ぇ~

を'1ぜしめるここが1-，li1以とされ乙から、 H'i利 J;公表が官半年と判訴されるのは、

被告人がえ止に問わ才1ている出三'"!t車許科が公主されたよ詰自のみに:)!られるの C
U:.~いことにも、 i十車が也、!/ であるわ

このようなま JえがむJ育的と判断され{)のは、証拠U、8'Ji:も密JをなFC(係を企 J一

るものと民われる E"拠 J二関する 枝問見 j によれば、 ~rt;:人がJIi{i王手j1まされて

いるm:草と}よ引のやiらかの32伴につしパ♂}i6¥立てに有持乙 3れ または手f0Tである
1牢!， ¥'iてられてL た!しでも、訴追側i1:_，その事実を託拠とするこ::"y:でき

なL州 きらに、被告人のJZ性栴に問 7ζ~1l1唱も、 1空間に;主事i除される I そ

じて、これよ<7)付存について、 U~ f1T人や被J 人'&lI;O~II:A:，，:対 Lt訴i臼i引が弓間

することも詐ク千三 tない また、例外川ャ被告人の辺去の有罪汁決が証11，;1~と

:'，1 R -U FOí丸山戸 DOi山 )~lO()- (ì :3J All出 Rep721 at 722， per ¥V iLs j 

お R:，' D'l!'lCS [)90'1-7; 1¥11 ER ~cp 13り また、 1979年のだーゲ」・ ::'i-1--ビジョ

ンネL'ii;牛(だ。 I匂rderTelc肝心011Ud【19'(9)制 Cr ;¥;Jp :~ ;-j';-r二)では、被27人が

山ぴ〉担当if? 行ぺ l'、こ~.: (，っき認め七こと芸公表する危険;ついても、 JH摘され

ている

日九日chaelLa:1der. Cascs oniI J-iatタriu.ls01! iiw 1:.'n;;-!ish Lr!，f;-alら'ystcm. 白ttecL 
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

て認められる13ケ什 σであぺTも、その剖明 }J{去は 198，t/t~~:I~~ およびノドlヰJ. ffll 持法

(TJlt' 1-'(、1ice 辻川C;-j 川川口、\'1川口 C(~ Aぃ lBS4) 73条以下じ駿格にJ:Cめりれ、い
，ι 
d これらの tll 従炉、刑事子玩において原t;:j:;8'~:.:. 司容さ1しない埋心的恨犯は、

11? の r、にあ .r~) (第 に、持主主人的;ι士の乳4累肘やfif!/gな刊Mは、それ1111'，
1JJiU俊正人が訴ιさμているJll'ieをl:JiかJj，に行ったか否かをす討するものでは

ないことお 第 ;こ、そht;心情報は、事怖を事討する裁flJuまたは:;1';学的戸]

'~'，'切 '5'的な影笹j~ ィ、公lri，:7Z.(まし行令ど考えられていゐ二〉手あゐ ネ，¥.;.、

暗訴は、そのような妨宵!こ影響さ九やすくお、完治切にち、そのような証地円

高L:~l)J を過大 lこか )1111μζ しまうともいわれ Lν る〆。

二ク〉主うに、?買~:~-/" 0)計千代ヲ悪件絡などに問ずるさと表l止、被山人に;)ずる嫌

1f:感の;si担を IEJ ，:，tlt~ 干続妨壬ーの危泌をM除「る fめに 海写tLd附きれ心。

でして、また、現存の子ザi どのヲ11開法げよh び事実ifjJF三吾に刻する子収れつ~1~町T

，)).p 要性三レ収r~c，こにて、よれ lづり山下寺をョ、-，ものを TIJl拠とし t 許存 L ない日11 亦

法買1) とも辺関[て、{好守~現1) は、審理に (-(n ，~5警が持ち込まれないよ与{乍射す

るのであ;;;

第2款被告人が有罪であることまたは無罪であることを主張する公表

tì:!款で述べ，.工うに、被 ;lt 人し;，)する反感や蛾量感芸品起させる :L'~去心、侮

写と判断されゐ さらに、彼告人的白罪べJ軒本を断?;てしと上eJ，L九日、それら

をEE不したけすることによ勺 T も、;:'1本等 C)'I~' 1rLI作成に$;響がN:び、主主判問。)

判断:の公;.~~. ，-:" \よ侵害 5 札つる U そぴj ような ~:Æ<や情ノ~J-~ ，:J ， ，frJ(l)扶子C"もなくなさ

れ之}ここもあれ:工、なんらか(7)lR+Mに長つ，'(-なさi!.-ることもある そのご昔「7

の根拠〆合ふものが、悔やれおの対主k右手勺介手続内て:'~fjj地 r Lザ許七アされて

いょっつ九まし叫¥それ lこ基づいてそのようなて判長をすること勺侮辱にと!:iたる

J十款では、事尖沼ピ-(i'に対する予l、や偏克ぴJ危険が問Jsとなる日清t-c' 被ι

'7 f叶え;，f19fiぷ午'0J?'弘法 1t日 1日 ftAct :068) 27条13による¥t.UG':(!)売買に!司す

る訴 i~O-)J持ノトには、設id仁防「持に J_J=3被iIJ人"冶民主;こ寸→ ;f~Pj:1とを :，:J.: けて uた半実

を立"，，-す令ことによコて。当tZ物日lがi主3lであった v とふ被告人が知'/ていた

事実1!;-'¥1己主ずること7うできる。

三市 Zヨnderφ SH仰η iiae :~6. ，.-Uしろ

日ヨ rst，/indrC1t's & Hザst011しriminalど1'[11'11(2.(e;th ecln.， JO:"[:::2! ワ出/'人 1+U7
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研市ノ

人が寸→ rであること、またはJJc'，lである二とを主張する公表についで長絞首る c

まず、そのよっな公去の1Jわれたl叫をいくつか挙げて主、ことにす以下計上

，ι 
d 

.19~':G/f の j ドハム プLス任事件

1)公支の内行

千日告人がゴし遺寸u ヰィl'~'L ごいゐこだジ非難 L 、-t-:際に ~J~~ 走犯しているか

のように表現し、さ同に伎を逮捕すべきと主張す;~，:}表/j{frわ札た た

だし、この公μ (1)時/:i.":汁ごにもiE?人が直拍日よぴ訴iコされしいたにも

詰リJ主主Jらず、公表人は、その事T司会知らなかっ

;ラl裁判l所の百十↑耐

「公表I司7字引信怨η'1 は別こしても、~，fl のように、被山ノ\を:，，1，事:f"てき

こ t;-辰することによハ亡被 f守人(})白半生[!:;;.~己;--0;;C宇l士、公;な裁子'11こ

えイ寸る ~ÍJ1"-(-~ 'm~なムないJ' 九 (-f:与手当主成立).l!)9C院の J ジギ γン事。;
ii公表的内界

被告人らは、殺人のJt守トにつ_0:3'1什お与れたが、裁判中 先々 猷秘，1圧を1J 

告しと波，人の与ち 人的1t'"，'1l)¥.が最終弁論会しと::に、 I，~-上〈院ては、

即売砲、十年l渇するi1、を改正「る議会の忠I:Jlが去ら7さ1した九この治、1:':1J;1は、

ニレピニュ スの寸て j~: な門事となったC1j詰佼 '1 人による共iM〉殺で;ι

をあらた、当時のιLァィ，ιッノドの戸l務長てTFI身も、子レゴ番組の中て、

出えよ巴十1;'(..解する法改rf，が IJ祉に与f1ト J r: ν た省にた「して干-f~r7:1?/たを fγ劫

Ij炉な'.rものである l'.， '斗ヘミ丈ーは

ノ~'I裁 PlfJíç) ii'dllli

有~:\判決 φそ'7 と被告人ら[土、この」うな見1(: が公表 I宝れと杭呆、千~:~

が公'F:'_~ 1干われなかっえこか売埋fClして、 l訴した ~yド主主判所は、

l' R :，' ()dham百九r 山 Lid.C} !I主 c;[19お13.UI三R119.1 

4 にの勺例i土j;i;flj:'れ、 f去に、科界rコ公表。)j士子「が}丸山した j 第 1苧第 3t市
"';'.1ゾJ

'$.'~"，.) 
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

々の彼;1J人んのTT巳に賛:uJじた〕そLて、 11立が全うされる)J;士、また

はムl義が1':う主れるように巴才iわるl恥 のつ守誌は、おたな誌と半1;によるも

のとあるこ述べた l二 l被告ノ¥(，に対する当該 -:~'()il判 ij ~ fa-:ti:J ，1ぃ
傷 J9:，Hlt::: (1)ハ y チノン事件 ~7

~I}?:去の内容

火器り不JJ所持り罪ご逮捕エ3-.J:びJJtたされた刃叶について、 c:，1王U)命
令もおう(L.L /"企て」 えしう字幕会イJ:~，て、 I)J 'I:主が j針1-:-1 されゐ校了がうと

交された~じり公表は、男I't ;，0{らよ二時の不法所持で Ij~;阜こ。れていた}こもか

かわらず、よ反炉支同flこ市し \T ごり才 .cν る半ふりも草丈 ，~t:Jt ~と~m したか

(})ょっにノ五されて Lミたひ

;ラl裁判l所の百十↑耐

を生ぜ〕めgく、二当該男川内裁判に対する対スの II-'zj:出気」を限

戒した勺(-f1Ji，~持戒守、).，9ぷどとのイ/グ iノソ/"事jl'9
式lノと去の1):1"'む

議員 J茸挙におい亡人 1'4T4[i<ql~色台法化反対を訴える fl~r.ffお f候補者 μ 身

がJf休荷予三7;'であった j 主支持守る以下のような育，;t，が公正えされた j

l今日、そのよ斗な新パ氾'){/]き干支る十長会lよ、実際に、ゴ1"':'少なく
なってし 1ゐ たしかい、が生児を銑タじさ寸るこ〉、またはし、ずれ:ーせ

よをの事)1'!:j'i_~ を処うrJ之、二とをlË 'ic寸る人もいる 人U:(立系畜(j).;こ

うに間ヲトYなければならないのか〉 新生児l立、牛まれる前または

f去に、仮出すると .X[)(，~，引/， 1全与田されてはならなし、 」。

こわ記事の公?之されるの 11前に、ある小/二日包がダウンチ主の新生ノニ l一与し

物を校二ナLた殺人l別「で訴法され、 その裁判が開始され亡いた。 l述。〕

I.
C

， R l' ，Hd-':"，JW (]99Ci 92 Cr:¥1、pR己目九(2S:l， :hT nけ〔ど削 γj

，11';こ 7)事fcにお、、て、悔与行為に);J，Cる刑;;'1;を決定する手続は行われ心?かコ

たが、:i:iB宝4)')ドロIi更の献でL土、山立構に勾する l立iI法菜にコ>，，'，ての烹[口友明や、

北アイノレフノドl-_:J，f~ J，'~ 'I:f~'i によるト;.+のような岩見の公表が手続々抗手詳し C い

たことや示ずものであ〆バ:。

I~ /;' v l1utchiscn，口 1):¥1c;¥1ぺ川n ょ ~(j6J ;2 Al; ET¥ lSJ~~ 
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研市ノ

ロ己半が、二の|天帥について i向一接的に→fえしていたわけではなかりたにも

かかわらす、 1;&"1百円武判iよ、ヨ時、非配にィ王1--1~rし lこ .i3 り、この記事が、

医師の裁判に日比 Lていることが ;&10:'される ;I}~;兄にあっ王。

2{Jt&判l行の会 1山

主何公表は、同小前ではと ν寸、ミgド-:;0)1仕引の状況 l'(こぶい亡は、限的

0) ~{~:判(，~ ，tJ する市んな妨害の*宮内 (iJ全を当該記事が作り μ しむと ;~:~;ië

し丈日 ;/-r.c、1981苧(1):.')朱の抗fl，.-， lì~f認められ /-/"1:/) .(午辱"ドボ成

.18?3/tfしノカストロ十イ斗 2

l)公表の内科

ある住ヰ11-"'践者 (c l;.: inl;J n~) が巳 1有正 j3 よぴi弘主の出で詳i亘され、その

蕊1'IJのため(::.f.i際して'-， φI~J に、 1之内の資 ~í): をうí:，めることを目的として、

権利 i ，-，，~'.-l~' とその友人が円l席じた史会が|弔可U"" れたっ干の免会の '1' で、

被;iI人が11誌等でめる:と、お Eび可.，-}\、が I--! 〆ιな I~;;-~i{i')竣令包てーめる:

とにつき、ある昔が「下し かぐと、

;;!Î裁刊切り~':'fr町

It立会において、当;-，;:;;司ト.J:J:.ご閃守る昔ノ岳人の利投となるよう/..文体的アf

Z良を議論寸ることが伎{人の去 )j\.~-k，J ν て副主れるとし之ら、当事長で

まる被告人の有罪ならび;当設BJfJ三円安当川1を信じてい心者、および可

i去の比約に持、:.:fi罪日J仕がレ品、であると信とでし、るJiにklr〆てもいJ減

じ、'f.会を箔交~_ ;Ì~[!の{散在人が干Jf)ドむあるこの 引;r;1"iU矧!υlの

あるよこをコ!.s:..-くやことをihJf弐なけれ(まならないりはIj円ら古'>('jうる しr 

がって 最終回にはその議論l玄武判所の中での手読にが響をワえる"-'主

(?毎号'jt'r:x: ¥7.) 

この Eつに、決告人が行主i'であゐこどま介!之仙社lであることそ附!::;..'~，、まえ

は、それを町 i寸てするよう合同克の公表if 、「設 r~，:，を招きやすく戸、「公ょと士法

い士， 'のである h

'-n fbhl ιII 919. [)cr Lord [)iploc~( 

'，; 1981'~1'-?'去 5 ょたのJ克子、ドついては、前 3 中 Z己主節同 2 款参Il~_

:，': /;' v Crr.str0， (;nsIGu"s即日ili"all山♂ Crr.Sf(187:;; LR 9 Qfl :210 

~~\ lbi1.. zttつヲ6-')ワ7，jJ2':-Cockburnしj

r， 1 f( 1; lIu川川f は PAldl'i11'Jil [1936J :: "¥11ι1< ~J日以 Lll~)

ー ~.Û、 :):Ji.~;;4) ふ合H
J
 

ーの乙



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

判lを妨y， :-ょっと喜|ヌlする);)ものと Lて、向原とみなされるc 判例!、三の

ょっな l一広;立 制[凶的にな 5わるものカら、よけ間?もイJなものまで、幅広く 1与

子Jて判断されてし 1る

そもそも、巾1jj1手涜土、合照的な ~JG司なく J て、単に[らのぼ見のヱ?にをな

3ことは二本Jlされてv、る lぺ :こでv、う:7:聞と l士、 z;人がはlつ工いる平安から
引主山岳れ命保論である たとマ(工、事iハJ(:(j証人;こん， Iて設判所が特どの見酢

存，)(.1，ノム場今そ Z;t;き 剖人は、ちらの岩見ジ迫べるこ〆はごきなし i その t--') 

な交互は控訴であるがゆえに、誌拠法4禁 l さ;cている間正 nを欠〈証拠とし
ι吸われうる 二のことに n~llヮ 1 と、本 ;J~，(，-J!0.へたふうな誤立'1グ)j::μ(工、市J11

証明法トも i~'T得されな vミ内れや包吉すゐものでめ!)、二こ℃もまた、得子原則

し之、三止1'11υポ IJ を始完 L、子続外での彰響を j1If.~'j一心主め::1用しているのであ
ゅ

.~ 

第 3款証拠に闘する公表

7判事裁判(:..3'3し、て、宇土L認定の恨lY~ とな ω ものは、手続|祉む泊11'に提示され

たoi1魂である何らァ〉、山資判がEli拠とし、事実&.i!.;E':二洪されるためしーは、まず、

必拠能汀が正J、めらわて，'令ければなニなし)旬たがて1て、 l正f::0とはなりえなし

話料または証担L能}JU九 3まど認めιれていな v 託料が、事完認ノ己主的自治 J 提

示され ゴドフミ認可:寺が当該資料 ì，-~*づ lィ" -(審!~を f っこ)-，土、訴されない}ぞ

れゆ Jしをのようなも:料が穴去されることは、f-ir;'j;i4万:刊、危おを1:，"1." :___めと}も
のとし:':-， {fu:~-;~に当たると判断 ι れる J 与与定C')資科の F拠応力が認められると、

てiL，:~_間 -r ，(，) 公表が、 [杭の -+:t~-: ~ ，-のためiコ〕砕うつ吋1トにま今豆、で行われた場「7

には、{{~!上半に ~lづりなし、カミ勺7、以拠能力じっ認めりれf手伝 êJ円 、も、当夜証拠

lω R L' {Jdhal山 F'rcs.'-:よld，は P.'l--G [195( 3 AJJ ER 494二L49G， pcム Lor(lCod 

d;iifl C] 

刊 fapp白 〈二何日ぶれもう即Yon .Eddc村山 {11th edn.. O::-::forc1. 2日()'ii.56h

，，.， 1981'了法 4.3tll}による"198年法4条l土、は!のよ λにはだされているに "li

4 条にJ1!とのある場 I:~ を除い、、公開 CrJ :!川した辻、手絞につ¥'し手続と I"IF十

仁、かつ主主てや公表えれた公 1トポトイ中な -+:i~-:' ，- ("~っし γとは、 Mへも厳格責任 ~~PJ

の「でυ、註 fltf~ζL て州J~iì を科さ 1 しなし iηI:Zìそのよ 1 な μ、子続、 13~ 、て、それ

らの手続または係争中もしくは去し迫勺ている他のあら叩る手続に止-):了るレJ;生

時，:"，を妨害する支出l同市んをlrri;間寸るy専があると思料される場f?には、裁判

二日誌s，)(円 4S3) 3:~4:l ~'!1只 1



研市ノ

lこちとづき、殺，_J人のハJ!W. ~;)~与を枚J:IJ-g る公表は、保守と刈折される円能

I咋があることにら t王告が必定である

( i )霞自 :IUが、 EK刊の中で;;Jf拠レ -cf:RJ-目されるとめには、まず当三宮

白 rc ヨ体的司|拠能 Jj ノÓ'認めりれとければならす、さらに梢焔~II 認が必要とされ

このような制点からその戸拠としてのポ符刊が可、めムれるま

で、 hlf審に対しと悦示きれどはなんない~)f t:~' 寸は 日弁に隠す一己陶写行為

11'1もまた勾

ぴ)対こし亡、 n 干ノング・ケ スと比較的近立の事1刊を卒げる f

場191むとのクマーク クT}〆ペン事ら

JI公去のト¥)'告

被白人がカ?之fで1主捕され乞後、通信員によコてtI同社[ニf云えられた工l

下付ぷうな~i::.tì が公去されたれ(たたし、公誌の~~ι、こ\刻丘二人は詐i日

三叫えのためrイ点リスV辺行される途中であり、被;11人i'，"1 '1 ゐ千~'JCは

日計lされていなか J

I tl、が同一枚伝えた司恨のi古恨:子につ v、て、私:ま信可iを寄せて v るハま

た、仏[よ[司，t，t.の1育?シ1"から以下グ):-とや問lミたt ?なわち本E、[列

JI人 づ村長 i~ J が、~;;:人 0) 問問で↑症の若手手元Lg l/ /~ことか認め、 5 

のタj品が誌殺であるこ〉を百1止すゐム L、うこである J，

む裁判1リy(7)行制

I C当設副司が 引m;片1.L被告八ゆを士子与する玄関中有する干とよlト;二は
何も惣ト与さ才しえない」日 ¥， ~毎厚罰点、1.)

。15何年じっァ>カ ヴう科 h
:I}?:去の))~存

主K!l~~婦が窃~;}におよんでいる場開 f子、その玉、(l)，I:!:: [主計がピァ'1，}主|出し、

場閉会ネ7聞社が公去しえ¥をのTfぶには、家政婦がJCE溢についてその

}すr l:土、その斗的のために必安とピ、手~~.-~る期出?まで、千~')'ーについて の掃 -:_~iO) 公衣

または子坊の fω， "いんコ較 ρーの公支f子退却する」にう命じることが Pきる」コ

同 198/1'~1 苦祭および刑事評拠点7G条仁よる

') /;' v Clα1，'ι ('x T Cr-itt♂n ~EJU8-' lUJ 久 11 ET~ f，;t-p 915 

r，，_， lbi1.. ztt 919， per 1】己rEn只j

Ii~ A-(; v ;，'nger [1993~ ~ C-"却p仏;)2.08. 

l219; ー ~.Û、 :):Ji.~;;2) ふ斗2



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

F:2)1) た同心〉 ρ巳ヰhJ、添えら~~て v- え υ

~2:，武明'Mの~~'filli

(侮辱 r認定寸る了続C}) ， :I-C 、社河竹:二、ぷL交1誌が自トイをし、 l~非行為

をピデンずに害予三主されていたこトを向けして、ま政布せが有罪等弁をする

"J荒性う足取めて的しそ1いゆえ活審による裁に:;が行われる .1J括性が千迦め

ぐれν哨、ゆえに、いかなる妨害の危険もf{主 Lないことを 1張.-/ニJ

「布、は、二のアブロチ」新聞↑十rJ)--.-: j出 リ:m者作]走、完全に誤り
と、実iZ5に有言であゐくみなず ある人yト、ある犯罪fっき I 山u を

したがゆスに、その人がその~:rj正につき ι吠:fj に有山容令キな j ごと、

または尖際に、その人がその犯罪(.-~ .--)主日然的に有罪~，-'，ふることや :'2.;;と

す、さではない いわんや、ある抗告人にポホJ<<~{仰の 7tlJ誌を t/，間が許

1曲L、また陪'aの日決 『当訪米政婦 01民訂正;か?丁λ封罪の主張

が日立Lりする 同ムへみ チ新聞が司古川オる二とは、な与れるハ、手ごはない

。)てャある(たt:.. 、た表と清事政相;との|削の時 lAJ抑過が 5 ろ JJT~，つ

μがゆえに、対当の'丈fJ的危鳴が11可欠 ν ノ(と L亡 海写:fFメミ成クj

ごのように 河内に防する三TZ訂正 が11与とみなえれるい被告人が1';1JJ.どられ

ている~:をなし とと'，'う事実的公去は、予断や協に£パ刊しめベコすぜぺ百向が

6)-0 "また、そのような公表は、;正H~能力の認められていない詞什 !)rþ~'審守を

はじめとする#実d、疋t，(.二知らされではな i')7託、、という ðHj~法見 IJ の !t:1誌にも;プ

する13:，; て〕 ζ、被告人が円内ふれ""たことが'j1だじあると Lζ も、その二三

(ニ公表人(7)t克子Fこはな九くよL州 えらに、そのような自nf );J，とて、げJ款と迩
べ九 ζろ合被告人の有罪 z付罪l問ずゐ忌見を述べる.:.>も、([1]:単に当作る

( ii ;証人に主せする影響の問題

ま戸、 'fe辱となふ場fTがある。

素人の証人(J、訴訟に関7よる位の素人 rレ戸i杭 tこ、法l円知識を右さなし叶3ゆ

えに う:去による景;と"を ':2げやす 1 、と与えら μているのでI日、剖~))~容に影~'i;;

ft)方、正人:二対 L1tメ翠iぞ及ほしうる公式も

ti;~ /].'-G r Unger [1 D98~ 仁 j¥ppR 3GB ，:L 3 1(~， fl川又j:l1~)Jl Hru¥ut LJ 

C~ ，-uwe;;ロdSccf了日 snDr;ρ i!ot( 1. 1，lJ 

61 R ，)し!arke，ιp的 tP，f)!!η1910) 1iJ3LT636 

日ただし、床請のよ yな専門;h古l人は ユミポによる影皆を受け令いとされて

~'!~ol l
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研市ノ

を泣a しろと公1(:立、 ~frr手とみ，-，される υ

;I'J京子続との苅係仁、記ノヘhャ対するこ7支の影響iよ、 5ろくは被告人のb--ij 件硲

認。〉場面ご~i!，白》れるこの点に院する事例 ζ し C は、 1227;: のずイラー

")れωて，、一
人 ζ 〈

轡デイリ-，之ラ ・スミ λ寸'1'牛

j1ノ今去の山もこ

:主殺1<遂の弄で:主捕され一、その筏J長iとさ;cた被工人がI-，;J--''1''桂誌のため

の子統に刊されるmnこ、あるまf戸間が、当該被f!?人が訴泊千三れたとの守料
亭 HI て、伎のワ式会:~~表 l た ただし I"J-Y:伴l出0)干絞にささ力rI，た

立人のIII-iア、その写真を実pS(兄丈正人はおらず、ま士、当該被告川:

ぉ「る7$，':':j(7)中で、 H 引に|叫「匂 f汁いは斗じ士i;白った 1

~:2)裁判 tl1r(/)百;'11111

1 .， ';，iE人らが :11!ー引惟df千三}とめム列てい I~ j:J~ さのつP定者、当該証人ら

いと止せ作場合に、そのこ〉を ~!t: '{j ~C' きるへは c 'ないfてろう。な ¥Fな ι入

当戸支言il へんは、号i'iEク)人 ~ÍlJが涼摘されたとの祉j ~誌をもって+''1'1 ，[認

やLうという主要かッお Fごらく決定':守な任務i.;i(Uおlしごしるかムでめ

。UtB:存fWrな

三与もそも凶器ヨ1 人;よる H 'I"l 体 t:;!-!土、 ~t~'fリを.[とさせヤすいものとして、

その危険津が5旨i:ijιれてνる(泊三たドッマ、そのような証言を4艮拠とする1'1

実認定1;'介理的にJ1されとJ持「7とあっても、裁判 F】1は、そのf色%討?っき百存に

P4不をすべきであわt:;~河されておけ、どのような託不がなされなかっ庁場合 i

いる l これは、ふ1門医J証人は、専門的なオ1干の証言ヂ11'うがゆえに、存在E的な

す尉か九供述を千二"こしが別法であゐ三考えられごいるかんであゐ t、川?

1"il1e 1-'rouucts l' l:rc叩 [1ψ日JCh 118/j at -'106. -1く"!' ./lssoc-iatcil ~\川町内per c; r01fjヲ
t!r' [:1989] 1 A:: ER i3G-'! aL G~2 ， pcr 1'Ial111 LJ. PU'I?('れ吋 l'LilH'η';iJol Daihι川向

(mr! Fc!ω11:--i91; 1 .'\~l U~ fi22 <1:_ 6:-!.7， 1町 Lo:-dBr:dgc 

附 D川り :I-1ilTor，cx /-'出削Ii1 :ワ27J/¥11 ER Rep 503. Scじ E“日付[，1'(;01，]¥'cwstα/-'CfS 
仁川 [19行2]]';J 15 

R ，) lJiuIi' _AliJγο1夕刊l':~ì 1:】11thL19:::7 九11ど三l<ep503 at 305 

印 Landcr，日ゆmnοi"36， 'b9. "1ιl])PC:r. sutra 11ο1(' :)6_ ';--1/-'/18 

ー ~.Û、 :J:Ji全日(;1ふ合40
J
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

(立、 |μl 性;ニi叫する E"_ I i :'こ?基づいて iされたメ()f判況は、 ilJli棄される。 てのJ

つに、 +;-:1'1'-手続の場清j-C'，証人の供述を壬J坦と I -(採f! jすることにつ~，こ、 J/(

判所は、非常に慎亘な栄f止をとうている。そ νて、さらにそのような剖 ~-o)lf

当什を担保ずrむためには、証言にがき歪を及;ま J かねとぐい予f:;ヰの公表を排除宇る

必要かあり、それらの貸料の公去は、{毎年l頁日1，により排除されるのであ

1th-/i"C 証人1，証拠の持ノJミJ:):"，tt;t.いことまらせるためにr+})存かけ匂ことに

上って、イL辱行品がf子われるこ〉も少なくなv、 この形態の何卒は、ート;、II';

弔手続L関正ずる均向lで生じるーこのj号台、証人に対 tるlγ力炉侮i，子と考えら

れるのは、 nll:i::;")j'{予約{確さが夫われるといろ理由だけごはとどL、C，U~}) をかけ

られな万人が託育会作むことや、人々が、 ;IS丸山事例じ託人となる kことに刈

て恐怖感を宍つようになるこレ bま丈、円j窪》きれ;;:J7lJ三このようなl上力は、

:ìf!i出は脅迫や強;1]といった )1ヲ住ご現れる n ただし、たとえば、 J;g'~~.s事首:二弁

する1μ;慌を得ょっとするキ守ンベ)ι 等を新聞か行うぷ λ な場f?には、公示に

よコても、悔民がiι，'l うノ:>(' 

いii) 私的調査をもとにした資料 メブJJ f等が私的な嗣配を行った結県戸

た資科や公衣する予とも fJj'!ふ計二あたるu なぜならば、そのよつな資料カ 裁

判J:'_~ 4'3いv 託手当F:::れる7自社主吉正拠でめ/)ノト;t;か以不叫であって、そのよ与ヰ鼠

刊の公衣l玉、 j担正ぃ提示さjした;ιj~i のみいまイ)'.:て裁判Jが 1Jわれるべきとし

2:泊を危険に制すものと与えりれるからである また、引該資料が F絞じえ]で

山た丈 L、従疑者の出亡 lに、 -riJRに危険を知らせた :i、引疑者の込紛争 f
HよけLたりずや R;'，jJ)とめ(、被疑-1iの与曳を公1Zす今場合には、同震が生じ

る。同士で述、すぶ λf 、このJうな場台Ci，ピ、受任をメ担当とする抗弁:三、 1081

年比乙こJ可ン 口ーのいずれに;，，，'(1)認められてい~;\<'したが-::;て ;与呉

川公表(J、いかなる珪[↑lであっても法廷侍原罪会構成する しかしながら1f)81 

乍v、'"l:によれば、 ii、活向阜の子治(工、 v、務総-jj\(の巾いてによって~かされる

ので、こ乃ょうごと公去に'九ミ亡、公表人がぶ追を免れるこ Lはうi'cえコれる{

SCl'， r¥IElcr， sutm件。[e2.3.35 

';n さらに、そのよつな百三千?や受けたi正八治山任したとしとも、'f':t，記シ'-'--7，が

その証人をns-:YI-l '!:1 0) -(えい人物とみな j'i歪向のあゐことも m~間弐れている

L仁ad-..:aηd Sηlitl-， A rlidge. /-，'ady and S'mithη11 Cont(mιM. (:lιd ednφ 合、.~-t'ピム s

Maxwell. 2作03)":~64. )じ

~()wr ~L ，;d 父 ;1fri ，;. Sl!t1rI )ω!，; L b6 

二日誌s，)(円 44:>) 3:~_'>'9 ~'!~2J 
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EJ!められた剖拠と fr叙するとしても、このような資料を胤いて 暗記l人のふ iド

ヤ fw罪3; ふ t:~t することは、 1与与に当たる このような資料を)1;いた urに悶
Tる1)，--'7-""シグ ウーλは、 1921イふの fプ二シグ E ス々シダ J、事ft'ーであ
ア
〆J什

轡1924年の Jソニンヴースタンダードヲ件

.J11i正写ill (こっし ι 亡訴i亘}れずお?問↑十「ノ~，出

私的な詞査が山、実f判明くいう t(河の義務であったことを1型(cと〕て、 ltc
ずl、士市 l.-¥r_'cた

主張にふけるJム汁叶の見明

「警察まt.:~土 !~~.if~~岩手司f; \J~'I-î Hl inal hも刊，igl~:(}ll Dcp訂~:11: :liJが、本来、

話illil1~ (j)矧「寸または 被午人fn:: の矧打、治、ら、主主刊を t)j出する~うなこ三

を判も， ，わな v ょう汁去に、沈黙じ、公，-9之となく fftらの限配を《

行すヘミきである仁もかかわらず、[利治l"l刊の王張γよれば 引nJ主
沖ト証抱に同 Fとt、を知りないがゆえに 部直fHlIまμIJ被告人側の禾:1

誌を'-/{:/r'::(' 知株するよ入な素人心詞肯民を妙、:j(，i)聡民こし I~-J戸うこと

は、どういうわけ刀、判聞の義務:こまでな，-(.しま入手巨人の訓?年同i土、

点主将 ，':':1v t' ~.~_1J:!l らの剖堂ヰ行うことができ、彼ら刀その羽iをか五ir*ぷj に

時.:)J-J-{)もの〉者え Cいぷうが、成功Lないも乃〉者え Cいようが、[そ

の調昔、内下手は 引市長ぷ cιつであろうとも、世のlいにむけて公2之さ

わうる ぞうすること h よ J て、現行?と友現されたものゆ定れするここ

舌γごさ。のである 」冷l

::TJf;久判1]1斤の判制f

l裁判所内見鮮として、内需J剖査実務につ， ，ての年夫カ 7己主に~%りであ

ることをつ日の手続がノJミしている干とカ 望まれる侮辱罪成、一 l

f，f，:力士詞1'f(よって何ら札己資料l土、守防cn機会主には証拠グ】柿訟を了子ゐ機

会が存イ1しないため、そのような資叫が、立ヲさをぷす保|停はなt'0 また、その

土/;'v 1:'~_n l-ing S'ta町iara.cx T JJ?P (JDS4-) 40 TU~ 8:1:1 

~\ lbi1.. ztt 833， per Lord見ewanじi

;'1 lhuL al 8.36， pcr Loro ;lcwarLじj

ー ~.Û、 :J: 抗生48) ふ合計3



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

」うな蛍宇が'li実に芸ワ〈モのであるとしても、裁 ;::J において ~11 .t(r~ といて井寄

与れると[よlil，iらない 主らにたとえ資叫が戸仰とし汀i存主れたと L ても、そ

れを弔いてT杭の実体的事政I~ついてj~治会行うよへな公表は、侮辱となる場

全寸三ある，5 このよう v、イヰ ljスにおいては、報道機関l上る在、1'17調布h 某

ツいた公去にけ J"， '(  も、前I手I庶民;:J)適用される場行かある。

島高4款 小括

保Ij.~~ i. 関する多くじり半%においては、被亡人?ことっ寸不利となるような公表

が在されているハぞのような公夫J土、たとえば請がの公示であり、 4寺山をE詰ノメ

した 1人間i主 i.:..:ノする公表であ(j、 1'11'[>-\-)~~HÌi~:こ閣する公表である これ Cノ

グ)公式(土、被告人に対ず{)柿豆日吉-'¥"y::Hrを&守し的、被告人を右:;]-'，方向<-)存さ
ヤFいこ考えられτおリ

Jすとい;断される

このように、及判所の判阿を訴に什うる公表i二、悔

まな、そもそも、刑事千続Vおしては、目 êi手引のμ~められた証拠。〉みが、|宕

誉のillf 口~j に提 rH されなにれはやなりないU さらに、そ j しりの:止Ji~i ンル、て以、尋

問・及Eliじっ総公士一与え lつれなければなりないc 白山iニ日j三つ 7，:''.' ，えJ王、以山μ俸

の，;lE!y[l ;~z ，-fJが認めら弘、補強l迂拠が提f'J、さす1なvサ'11り、?の円F可は11，1%てされる t

まん、陪m:，よ原口::;して法f:で利也安 ~I; 断しな v 九法判的中で証拠と L て社有

されないゴド析が、;c_:と〆によヮ亡F白審に9:r:九さ1しるとなれば、それは 7刊ボ手続

，，) ~.OWC ai:d S:，frli:， SH!JT:1 110k 1， 136 
陪審がドミ与Lない 'RJI拠J、定了涜(丸oir:lin、1 によって、 ~II 拠能力は判断

される…証拠民主子読と[土、当事官がrE京のtt科を法廷にほ示し仇うとし た上品
企;こ、その奇〉叫がE拠指)Jを1，するか子千かを IU凶l 手る「fcである「陪Tff裁1''10]

渇会に:よ、その判断:J:， :;;;審不イ?の状態ず裁判行が?ずう U 法王1:司需である:;iE子机

l世}J判断(よ l&~jr\u)任務であるので、二の子手ι 一陪 n:;-j 関わぷ二と(よないに

この子町によって-該資料のた拠能力が認められ f-}卦台、それは三阪弁 Lて防

ff.: :こ認可てされる日 11thで、当;主資料の証拠能力がLtめられなかった均台、階寝

(立、子。);ろな資料 C)存イJ 巨俸を叫んさ才しない〕ヨi 拠丸~~~ l- ~~"rl: 1:士、 lr~ål ¥v lll， 

i:-; 1:1': a1 とも ~'r.(li ， ι いるし l三十位よとに手続に関 J ては 稿用 :;}f~-l ;イギ;)、に

おける'----'，の証拠j'J~-';七「続J (，法政J!i!ニ品:35岳 1日 (2ο0，3イ1'-'1lH8J等かきl氾 0

5εe. S A，;克u'Stin守 P、;u1， FYiペ1u'ith'i旬 αtriα1.~_O;d n:;ilev Pn''Ss. l~)~)ιli. Keanピ

¥¥' c1choyer 22d H22ton-Arus了ronだ jj'U/Che)1'CFunu Hcaton-.:irmsm:mg 0i! COIザcsδωn

ど)'ιイω!(:e. 父WCCc& iI:lnx¥¥-dL 1996). !J8~)[L llilヤミL ぉ1ItJf(f針οle39. :26[[ 

二日誌s，)(円 441) 3:~_'>'7 :Se41 



研光ノ 1 

にいう"iirl拠法目I1の根幹に対する妨舎となるコ陪審が司l拠能))0)認められた資料

以外から得る情報が、少なければ少ないほど、証拠法則の実効↑Tは、ロまるの

-eあるコ
以上のように、侮辱原則は、被告人に対する)ぇ感・嫌悪感ゃ有罪の印象を引

き起こし、下断。〕影響を/1ぜしめやすい公表を排除するーこれらの公表内容は、

証拠法則の民請により、陪帯土手に知らされることが適切でない内存を合むとい

う意味でも、干続卜人j外での州除が相当と考えられるのである

第3節小括

本章では、妨害自Jな公泌が子治における判断者に対L-Cy断を牛ぜしめるか

肖かという向、およびいかなる公表内存が予断を生ぜしめるかという内につき

検討した。

裁判所において詐理を行なう役押Jをjllっている構成員の中でも、とくに、法

的な訓練を受け亡おらず、または11、的知識を有さない陥審員または素人の治安

判事に対して公表が者厄せしめる予断ヤ偏見が懸念されてL、る。|岩存ペコ素人の

治安判事などが、実際に子断や偏見を抱きや「いか否か、また、職業裁判官が、

真に公表による影響を是けない的かという点については、イギリスにおいても

争いのあるところではある j しかしながら、子断のない公正な裁判の確保のた

めに、保護「段として侮辱原則が誕附されている点に鑑みるならば、イギリス

では、報道などの外部的影響による裁判の内染が、非市に斡戒きれていること

がわかる。

他方、{11j辱と判断きれうる公表内百としとは、以下のようなものがある j

つれ 被作人の性格や経歴に対する批判、前科に|期する公表

② 被告人的有罪・無罪に閑よる主張

ヨ) 白内やf也の ~rl 拠に|勾わる公表

これらの公表内科は、政判)ifi-において等規をqJう判断者に対 L、不当な影響

を及ぼすことによって下断や偏見を/1ぜしめることを理由として排除されてい

る。

おの被告人の性格経歴ー削利等に対する批判は、被告人に対する姉悪感を

生ぜしめ、不当な偏見を引き起こし、 fむの被告人が有罪であることや耕罪ごあ

ることに閉す一るギ仮を公:ム守ることは、誤解や子断を左右じさせや宇いものと考

[225J 北法:i~J\6 ・ 446) ね:;6



市民による裁判と判過の影響(2・元)

えられている 2 また、これらの公表類型は、刑事千統!の副拠法目IJにより、 f 

続内ご証拠として提示することを禁11きれ、または制限きれる証拠担割でもあ

る〔被告人の過去のj~jr歴や主主性格に|均する資料は、刻化の T杭です訓しよう

とよる事柄とは無関係であり、そもそも証拠となりえない{この資料がポ実沼、

定に反映されてはならないことは、副拠決定干杭を経ずとも明らかである〕そ

して、被告人が有罪であることまたは時罪であることに関する土張は、推論に

過ぎ「、訓拠とし亡関連性のないものとしと級われており、これも、事実認定

に反映されてはならない。このように刑事手続の一般原則に照らしても、必や

②の類型的公米内容は、府I審をはじめとする'lf'j(認定者に触れさせるべきでな

いものと理解されている

にもの自内や他のfI1l拠にかかわる公ぷは、いわば干i売の先取 i)-0'あり、 fI1l拠能

力判断の行われていない時点で、これらを公表「ることは、侮与に当たるバそ

もそも、自R等の資料は、 定の要件が整えば、証拠として許容されるレたと

えばU山の場合には、その証拠能力が認められ、補強証拠が知示されれば、当

該自門は証拠としての許tr性を有Fことになる。ただし、すべての資料は、栽

判官による証拠決定 F続の中でその証拠能力を認められない|虫り、陪審に枕示

され亡はならないっある資料の証拠能力が認められる前に、それが陪審の知る

ところとなれば、|岩存は、後にその証拠が排除されようとも、事実認定に反政

させてLまうおそれがあるυ

さらに、裁判所は、証oを証拠として許容する場台には、司常に慎重な態度
をとヮている A とくにH撃証人による直言に関しては、一定の配虐のもとでそ

れを採用している c このように、そもそも H干さがj~求される証芹に影響を此

はよおそれのある公表もまた、 illj1手と判断されているつ

このように、判例|、法廷侮尽に当たると判断された公表内存は、それが川

市手続内で提示された場合には、そもそも証拠となりえず、またはいずれにせ

よ副拠沃定f杭の'1'で副拠能JH通認められなければ、事実認定者に知らされて

はならない事柄である日この且味で、公支1-J為との関係においては、侮辱原則

は、首|拠法則を 定科度補完する役割をj旦うものと見ることができる。

第5章法廷侮辱の抱える問題

これまごに述べ亡きたように、イギリスにおい亡、刑事事件に関する利道等

北法59(6-44;))3:-=]35 [226] 
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。〉公玉手]為;主、法廷{品不lポゴ11にJって、 た:和度出[以されるご しかLなカfら、

法廷↑斗j平グJ 市 1!1'c1よ、報道等の公ヌ~J討をlflltげるという 1，'，ょで、1-ぇ，0)1': 111を十三

百ずる主それがあり、問題となりつ。

第 j:，¥:T述べfこよろに、法廷供与J区別が保認しよう す"組上じな日出直常お

よび公 ii=士裁判の引益と、表 -l~O) 巨由。〉刊誌と (?)Wl1;;ý:~ は、 1981年法の制定にあ

たって、前司 lが訓られるべ(~ IT"よ止な需主o、とされた J そ 1て、 1881年y去によ 11、

公六にぷみが、主主白辱-;r-の認定基l字の叩1俗化や、抗予「規定乙ワイ口士:↑七が河られ、

れらの点においては、表 r，~の斗け1に出l裂するお;1" がみられるようになった 世

方?、現位でわ、 7よ廷/紅辱旬、，1:1がj産相手えれ続け ζ いるまl~'.大に鑑みるならば 漬

lトな dJμ、i吾呂り保ぷ;止、j¥:T5i0つ:'1↑1 C)仮設之りも ÆJt-~ ~~れているこも円えると

ろろハこのよIに羽 L 亡、ノギ 1) スごは、係争 l' の干続、とりわけ有;-~-千統司

ヂ令交去が定程定íljljl;l~されることに:土、 般的な i;:(~.;むつ fあるといわれてし εる"

し刀しながら、たと司→の白山グ)1A~識を重視する \r場カ句;立、このような妥勢を批

判する込併がなしわけで:土ない7へ
第G竿でJ主ベミ〉ぷうに、わが河の裁判貫主1'えの tf:;.f.;:段階においぐも、報遣に

刻すゐ規制(之、慎重な該論を !;~~g る W-J刊l であると t え l-) :{L -( '.' ，た「平中(，!土、

/コリスにおい亡、にの問題b つしていかなるF中fj:cがなされし主たかを4古，，1'j 

。ここに jる

富島1節 判例の見解

法廷t喜界，~tIJが、道"な司法活吉ないしたγーな裁刊 (i)保護という口自りを迷)え

する片手めに、公表を制限して"必ムし寸測jifに不可れする〉、 「ギ J7.において

は、表 ;J，~O) 白由う咋可証される傾向にあるトのように思われる「しかし、泊!日原

日11:二悶すゐ判例によれば、去三iの 1"111がI;d民および制不にとっ (0すさなれ而で

Co前七 aゎ dSLlfrin， snjうり"'ωrc1.5.Sεezdso. Stεphe，" J. Kraus2， ".:-'unishin;:; t~e 

Prc六s: C~;Ì n釘 Con~cn!p ，- cJ C0'1n LO SCCllfC Lb仁 Ri只h，-tcのF剖 rTr~ 2. 1 い a99G) iG 

m: Lf~ ~:二日 7

日 SC:t:.Eric B川じnt:l.Fr(Hlm1t '七/Sfi(!C!'h， :，~nd cdu.， O:donL 2COS) ， 312，:"， Colin R_ 

J¥fun了。 Prinr:-.:ヒメ t;-a~nt of :h←孔'Iecia;日 1: 1-， ~ 1ηan F~ighム s L; __ ;w" 之O()~; 日Jlldic;;J

}( 1， Sally ¥1<，/ ，，1 民:'， "F':-E::-doEl cf Speεch zllld C011τE1EjJt of Court oe E!:fてlisia2d 

'¥1 slrali"nへpprr;;wbrsじOIl'Jlιcrα"[1991] '10 IじLCl!J83 

ー ~.Û、 :J: 抗生4~) ふ叶4



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

fわるえと lz l、、認めてられて 3た「

司{間報道にtJする雫首況引がl芯められたl0i'4年のヤノイムズ岨二ュ ズベ

パ ノ;什事件のとも、去J:!.i幻自民は、主EEな公取れ利益である f されに Jの

この19汽i:三法制定以前の判的iおいても、公」な武判 哀ほの111 tいう?"':J 

(l)千世話のンレンマ:立、ゼ弔坪されてuたようであるfDF評判的'1'にサイヰ/ド，

ryr U.ord '):1:10n) は、従 ~((í庁内")傾向を踏ま x たうえで、以のように述べた

「ノ今"な比二I("戸誌の宵トl-U之、ぞれ Pれがf十長引:}]けと立の利益 Pあり、

それてれが片 h じ〉刊誌を耐えて叫 :~li 均に~主ばであ..:~，と lf河川さ hl与な t • 

のずある J心。

二ク〉見Mに見られるように、1;)'51斗.:.i:，t:!ぇl定以有のf!i:陪から、表現の11111は、

企ifな裁判lシ同じく 重要な釆:1話ごある L 考えられと"-，/:，， LかLながら、池

ノぢで、 i毎!ザ l京とlj ク)述片が必広こされる~-f\ìた l では、主主判J附 iL:C)交4与を 中Zさ

せるハ~ (1) !::I~ ~士、前U 心タイムス ニューズペーパース示f:--t~{Sニ

(Jるし 1'tll事 (:_crdRod) (/)j:/:" のぶつな ~W(，(/)中仁比 t)flる

「た写l長引Jjji、石丙;i，泣j

:こ;う

ま

たそ1れし(は三、託、~. ~よれば、そのヨキjにこっ亡令間Ë'J にじ、以なも心に制限さ

れるべ弐とある v 百可のさ f↓Ii正、必要を耐えて A~，に制 i日t :~丸るべきて

lよな νゆ¥司法述呂人二1Iする烈実的な切さが'1'〆る場へにl上、「→口市の白1:1:;

は員;むされな，..，/:1"

つまり、公11な訳1Tを保，;c'j之、弘、J主任のた均台には、 2三l日の日由に対1

る制限が、会珂月に必要在宅rr:i:Hi人i"rltt討さオ1ると併される{乃 Cある日このよう

なに解の背~~:，'は、公表;二ょっと公 lトな J:5UI' 111j;-~}j~.!;' されること(，~ ，~.j する危殺!\L~

が存在L〈し、る υ l~ ;--えは、イヰ 11人 Fは 新聞やテレビでポドの芸品;なI司谷

を沈〉た市上三う、 lい審と I.--'T"品延したJ品行、 miり L土もは幻公ilな許1たを卜すこ
とが c'<?:ないと考よられている沼J それゆx、裁子:j; if I ~，止、そのような危険から

公iFな戎判l売綜禁ずるえザハ、公夫行ふうlλすして桃源寺行う この主うに、ノ~~

止合法相~ (!)保z芝をに悦 Fる傾:IIJI土、 ヂギ)スcnn::判;11によ'3:.. 、ては 性的である

:-q /J.--G r Tjmcs ，Vc山内/川吉 Lld[1日73JB A:l ER 5，1 <1181，附rLurd出1川上

利Ifhid 

E，~ "，1-C !: '1'il1ιcs cVcu，'spat!-rs Ltd L 19i3J 3 .;ll五f{54 at 60， per Lord rt.eid 

目的 4辛お 1'iii::参照コ
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とし、わオし仁 1、 J'A :.0) ~う hこ どけわけココンー 1ヲ 1-1之、表'J!OJ自由の

可'L't:';~1 土、 !.è.;:~;2， Yう i フ 1 しとし￥るけ jしど七、公 Lな JJ終日じっ和!.~古;よ、 見にそhに紛

る長官~ttのあるものと解芯れてきたのであるc: ~ 

第2節 緩やか在転換

日泊で注べ介よ勺;ニ、公iTな戎刊の保安伊三主I~ ずる誌肝:';;:、 ì~)~i:王伝写;一関す

る刊例の主流であったしかし、 f ロッノリUt_M判!有と判Jl:Uされた子〉デ

ノ々ムス'jJ.j'↓川、子 l/Tこれをラ号機の っとする19S1:Til、出の相lにを縫し、

の見解:土、ィ!?1ず J波イヒ1〆てい¥こと lなる

1%1午!J以FJの;民間にお1，'どは、ぜ己売の孝三v、子 1:L '(0コメディ 7の役吉iが、

1fc視されるぷうになるS7c， 19開?のブ/デ"ン 二ユャスベ パ ズ紅事利回

におい仁，:>ヨ/.ド Jールド、ノン flJ-:JJ: U ohn Dυll;uL;oll ;-'i~l(1 ~;;， 

山.liRの ;-1-[ :.Tっして、以!のよう仁述べたー

えフ F 汁 y~I) 

「議主巾U:¥:_i 義をi甘持干るにあん/?て、 i-H ，~反の庄出の存在は、本 rr均

な民主にあゐ「 ただし、なぜ71.スがこのような下記な的{立を占めてい

るのかを銘記す。予とは王要じある U それは、メーィア元宮市民の:1じめ

れ耳であることに[11来γる メデイマは、市辻のとめに行動する メデ f

)' r乃知る権利ム出版の従手山玉、まさに r-;j民の可Yる桂和jC 1:[:1 ，~n::}コ住 t' といえ

る 実待にそれ内の存不:1は、プlスij<;三iEヒtとなっている，1THのためりも

のなのじめる」出

8:3 ;.QWi:' and S，;f';'ill. sutra 'lOtど 1，71.lcl事刊のクロス判明もまた、公正な裁判
。〉陣fRに士号たハ亡、也、理的にヰ安な限りで、 7τ7μぷ広1σの弓η〉ヨEを抑嗣制jづる lことがで3

るとよ抗!九kべ

pc川~. LO~'li C;.()S~: 

何百C¥'，¥-fib'r. sUt1u 1I0!"えこ:l
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剖 1981'1'法による怖同師、引の終IF_i，ンついては、品 3草参!ι
r 従、グ)f:J例 L、メデ Jア[止、一役主治人と|ロl下J校 l支の縫以しか有三ないと

理解(~. ;11，てt，l~() SC~" c. f{. .'lmuardτλ(， [i 93GJ 1¥じ322.S~'C ;1[:.;のありωん
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

:. J") ~J鮮の，'l1された è'J 渋うん、メァ J ずの会);.U) 自白い対ヲる消f仏前見1呼は、

少しず c，也、 '!I~ L~úめること i なり、1'1) 仰の出で、

ょう;なっ/乙-，);' メディアり役剖を主仰す。判仰の見解は、ヨ __1 Jノパ人権裁

判)~Îの見if:' ;ll (-軌を にするものであ :i、判例の中には、 ] ロンパヘ権条約

10.;(:ごの解釈を直接的l河、泊するものもみられるようにな勺

l:ttO)よ与 l、法廷特l予l二悶-1'，;S判例におν ても、緩やかしはある右、去三)1

の向トHに対Tふ見解l土、:&-:化Lどきどいω 1 口 y ノ〈人体lt. ~:J所;ニ上/』干)附

をそけたルシデ ‘々 J ムス専門(立、表現のじ内の匁ぷ乙::~.止なJ;~刊のf~まく

の つのパフンスを安氾させるラ号機となり{↓¥また、 :;;""5:-)童 c".t15_へたように、

厳絡p-f~-原民ljのュ担 l右前|町名前;1/トすゐなどの惨 lーがな ~:q、た 19énijド法;止、表現力

白出の保~t\. ~亘占を世くよ〉、明Jf;刊の1お l誌を定更さ;!る ~'j 的恨処 L なっ l: _ ，Y 

して、 liJ81 午法灯;Þ:'~片土、 定(1)去去を法廷?青I"!千と Lて取り払わ心:いことによ

り引、九夫j三いつにた坊の白山を保護するすl品'{i:/J、(〆た干1)1:月1;L;:、多数開られる日，

この!.、決判所は、 ;981午V、の民J矢内 L¥表現のIJ111 e!. tH守しようと ている

r'ィ，-';ニムがむきる

しかしながり、 lpg lイ法や、ぞれをJ):l;;出iる裁j';jrいこより、表明ωμ由りf思

議が、 J 才ノパ'-I=Jtl~ ，;王引されるようになったとしえども、 f;;.f ;~j" 主主 HIJ が

メァ守 fγの役割がi志設主れる

表明仁川 jる制約を行与とl..":"')はでは、れ本日七?ごその，，，場:よ変わって v なl..¥，

J、況の再点:ーヌf宇ゐ-ilj
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研市ノ

などに'tして、 fギ!ノス 07) の-;ijよれま、特焼なも<7)グ)J: ，~に恒えるだろう、 f 

~1Ç'リス l土、ネJIιJ のところ、 j:'iJL1-侍 '{p との芦iJ1of: -c'.:二、京工克の 11111の保7E;ご対 L 、

れJ魁8')な、独自の道をぶんでいるシ官、われるr

第3節 代替、手段の可能性

i包のように、iJJi:侮辱のご;例 1、イギ jス出土、武己売の向自のド特設は、 19おi

平法円以度I'rc、j霞干か:.-=-L l;'れわれて)なかった口このような状;:t:(三、開局
以illふる公ルノ)号IWJに代わる干段しj検討が、行三市まりを見せていることにも

関451J亡し/ひょ々にワ、われ ZJ

公式に対 jーる今I1切に代わりうるものKLC考ミられる告 の子技!玉、裁干:1の

延矧である n ごと表(:::.;:る};響を最引lISj!によるため、公表の対象と心:つ J七事円に

関する裁判0)1持]析を弘前する干7ムごiある にかしながら、苛，'1::10);庄日，，工、 il司法

な裁判。)'t~-~，昌に反するものであり、ニ(i')I'-，;: ~士、ヨ ロァパ人権条:F:!G条、 1，】い

う「合;空前な川間サに公子な公毘主主判を受:)~~佐和IJ にも J止悦「る 被告人に

fl 刊を強い、また、時1~1の粁渇じよる証拠ジ)-~t61~などの吊:険をやむよぴ;T法は、

判例 i ，;j弘、てム支持;~: '[与られてしなU汁

治ーに、決判たの'b:史てある 影響を足::r:.... j，:新聞 ~íJ 比較的反られん地

域むのゆ流iil1L、その地域外cr.白審をiilU討すJLことが口]誌なぬ合ド 有 ~~'j; な子

法にあるといわれている 9'" う:友による影響に刊染されていな v川高木を昨保1

るここがでミるとす rLLt'、l'IE打見itl!によらすに、公11な裁判を有fV4で去るよう

にも忍われ(，)円 ν 、本来、被(!:人心J::.1:"1'11:主 犯19f円安子われや場所でおニな

行れるべき rあリパ¥蕊宇治の修件、l之、;正人寺の21L判開ワ宍の利f児1"-トを丈;ゎ

た fi' にI守する tFL司令ど刀-t~めと収新と考えらオしており、/へ，;)\-C~'i+;べる l計審ジ〉ぷ

i達、古車ヰ移古川清ィ午の惰Píï等が実践~ :11.て v るい S~;~;. J¥Lllc仁川f:r:tno!c 2 
2tsrr， E川Iy，ti:d日川1:0，Sμjl問 no!1'7n. ~'J リ 10;:; 
"7 Seε， E2.cl、andSnuth. Sμ:，hYμ nlJtc 70， 98~~ ， MiEeム， 5るけαI!otcつ28/[ff

何日CC，R ')' Bυu' Si1'ee{ Mrlrot川litnη Slip川luiaryλIugis{1'Il!('E芳戸 DPPa992) 9~: 
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

せるといろ実tI的問者:もある。

第 に、治容し〉同附 r勺める u 玖刊の矧何回、結審の見院えする i育料ふ管刊し、

影響を及ほしろる怯i民(:.自主れさせないようにする f;1、でみる しかしながら、

このよろ企立軍用可 ';~U制(之、:よ帯が召喚さ j I~;~i ~íj ~こ、事件罪広に触れて、、ナ:トし

たら、 I ';;な効果~:;t 1-~- られないであろ弐 I II'i 、陪審の時半~S~ な重 1;: ，'こ士りう

るため、この)j{;lも、決?と(;0な占i開策とは考えられていない 1cr' 

市刈に、 ht干]白じよ乙説不であrL)TJ審が主E宇IJ~，;'の説示 l こ v い、ミユ尖キミ善辺

ヲることができど三いうc;;，併は、従ほから:与存ぐいた '_'3 しかし士がら、

非常にイ/パク卜の強 νi ごþ.'~に院しご r;，)':主的な報!-~が行われたような J長合;こ、

品!'J、が有効にiftずしするがどうかについては、白疋{拘な主析がある

設設に、列者の解仔および審埋めやり直Lであ心。 裁判官の説示にぶつども、

倍加の子附が払拭じきな¥，'こ三を.Uflr竹として、最終手段こ LT、|音刊の併r工お

よび審舟のやり;白しがf われた:;J-)刊もめる c ただじ、竹l~万 L~'~:;:， この 4う

な手段プJ\~~訟がt斉 f'l.](，主、夜パへの迅速な!&tuのL21YEという長;1，)よからも、可

能な張 :i}:吐けられる叫へえきこと:J 判例の田でも指;らされ亡いる 1附い

以上のように、裁j'GoKlの移転やま主判的i焼、 :iu守主ク〉附註なとのF認に土11.亡

i止、ぞれらによる権利侵害のお生や‘ 3'f+;;i1~O)悦律支の増加など、そタ'.+-オ!日日号室

が多く治摘されておヴ、イギリスでは、代品子fえをもって 侮辱ぼけによる公

正な裁判の供二品を摘うことは困難むあ Qと芳えιれぐいる ま!と半JUの説示l止、

最も前F'な「段ではあるが、ぞれ有効叫グ〉刀で、必ずしも支村されては、、な1、n

言自4節 小括

JJ. I の J うに、恨ょ司千0) 公表行為を~I[ i!二する法廷|寄守原則に剖濯する干1I 問。〕

{川)川1 日【山 R む T川口 [1悶川9引i父町 2Kn 父幻工お以1，庁1 λKコF凶♂刊r円1

[ II口M川li9-: つ . .:'UIιR <'i38 

(I~ E;;::ρ、社ndSmilh. S叫〉山 ilOteiO. 1 -，2 

(n 11' V f(y(iy d9(9) ;i;-) (1 勾 fl f~ ~12 a:: 41;) 

¥-ElICL S1i]'刊 110tc~_ '287 出3.T. M ヨonc叫 5utraWJtC 11 
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'1tl!d ~\-ω ミ~(:1卸J'S LtJ.， lnJct!wlcnt， 6 Nov. 199i 
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研市ノ

'1' では、公!な哉、日の保諜とT<~止の自由の保議;之、 i"笑寸と刊誌と〆て理鮮さ

i lて主た ノイ 'f':';) スにお~;-る法廷侮 L子何、引は、第 2 芋でた/\たように、 l世史 l カ

にも非常;:)11いもりごあ :J、工主主'1岐に保く役ざしといるかどJ 二そ、表目的自白

に守]する制約も た佳;立η7♂されているのであろう n また、 E 平(:'，Lえてとトお

り、|苦手原則う，，1 拠1云問cμwむと u う重大な 12訟を担〉てuる /X も、公表;こ-~~

ヲるJJiJくが11当イ乙される!W:'Iとなッている I，)'i このよみな;:1平炉は、三-L! ''J 

パ八砕流刊巧のニi同fや、侮辱j耳目初の成文円、 Fあるi似]年以、の朱IJAが淫 Cも、

人さく変 Jとする)とはなかったーこのウ、に院「るノ干リスの't:努i.j:、府引なも
のであるよ qに思われる

ノギ 1) えにお L て、公表の出:1 以と>"，行手段 0"y長会してし?~)J:主rllとして、侮辱

百日Ijの直用に11"わるi也の fj効な子 ¥'r-c...-がないこょが考えられる。イ寺リスにお

いては、公i::とに tÿ~ 'i' E?う{::J;日に ~'lピ午、利五と~--'..c ~:i~~iQ されグおり、変わ 'J うる千

段がない限り、桜人台に対ヲる告 J会 7 を -h 才J なけ札lよ e 公 ;1 な裁判的 i以議，~実現し

ないと茸乏られているのてある(このような見併;，つならば、第 1章一どのく

と1981午γ、を吋 J.9る);)見のヨと討を「王伝J'jる方:IIJへのイ"写!日〈引の弘、換は、

公 11 な裁刊を ff~~としつづ実)c てきる最大グ)該歩であコたように炉、われる戸

第6重量 報道規制の問題

富島1節 裁判員制度と報道の影響

言自1款 裁判長制度・刑事検討会での議論

わが司におLぺ、犯罪報担に問 TdJ荒 ::;:J い判が1~:Jt.J-!刈し丈迂年の例i.:;:，J;~.:自

民嗣j~ ・ I何事検討会のぷ必の，:に司A られる 裁千'1M 制J~o~制度北， 1 を行行初期

の段階では、去え子J員が報道による};f;響を交}十るのごはなν寸¥ との民全:がu干t

じてν、トヘ

裁判員制度の「どとさじJJ 計上 8 t~判長 (!)1-果議及びtlJ~p.確保学に閉す

る十五言 l におい仁、 rü~裁1" 1 員等の恒人間恨のf午、詩 l、および ;21'域別員等;こ土T

9る十毛布山の均市I;Jとともに、"九，IJ&判グ)公11奇妨げるじ為ジ〉主主JI.J
司J出合、i:亡

L 、j，。
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市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

li裁判の公11を妨げる行為0");;!J1: J は、 ~:ll' ，7) ~うにtl[~主された。

l ア 何人 4、!N可判良、対むiOG判員または裁判長候杭:(iに事件に院する隔

祉を /1 ぜ νめる行むその池の裁半1; のノ~~T巨土妨げる芯そ札りあゐ行為を

わってはなんな v、t:T!'.，する

イ ftiE:機itsf式、のJぇ務を出まえ、半fl";こ;}j-1-る民涯を行 λに当たっ

C(土、裁勺員、柿ヲ[:1&1;j三または裁判長十九柿Jぐに事件に均する偏見を止

グめないようにjl'jr，!守Lなげればならないもの〆す之

検 i;t'~~1土、事イf に院ずる報止が、国民のjJjる格手IJ内観o写から Lて主主な役

訟を何一う 方 I そのあり方;こより 1 は、 11' 件にドγi る↑日更をととぜしめる Jリ 'fl~

引があることも肖定でさないと二ろとある」ιゆとの見解i二υち、{扇兄採地主主11

の現IEを世いたハな j3、これは、当日IJのない ~;:I不現定にこレめられた

しかし、こωJlj不規疋(こずJI.， ¥ては、そク)1;支のト1i:lil会で、賛成派・反刈派から

の鋭い~t~市iが昔、わにちれることにな什た J

第17日検lす会では、叶本-;)1:刷協会 ドノ、持lι協会 'H寸‘]:(1ドJ!f!~送迎出のぷ;判
昔のにアリンクi"/j{，fiわ才IIご。ここでは、必おむね以!のような点から、禁止規

疋り削除刀、信く:Kめられたr

-裁判良市有 I~. が fr持かれたあるいは l I七えのための

i、1恒7主のj立l則的重!{-:'Iは、 Xん:. i守人:'jゐ

;> yう士写す;-1-.

・〆;-' fのf)1ト2 ・報泣止、 ~lての 知JL怯干IJJ(応えゐとし Iう玉大な笥

命があ'i、訳、1'-1_一員制度がI 象とする重大半fj"-;こらけ一る情 l阜 l士、0'J~eJ 11'1心

が強く そしとその関心は宍然ならのである新たな裁判口三IJ)えによって、

これまでほi¥!;~ -~-ttイ共されてきた l:i'-i l( J)!命・財産~:"，J:，(，) ':'有限がァ11';うらやム
出「ムミ_，>， -;r ! --l i-.. r アー
c' ~しに"ム司

マすでに事件i長道に|舟 qるヨ±的な努 jJを重山ている

;-'11司)l"が f~.ずや巴砲ネヲるのか、恨め ι 不-，;j-11S"C' ある

・制札 下併は、双半IJ己ソ)~R.不で ~1\( ~) :司ぞくべき間短であ~!

以上のような報道機関の見析を踏まえて、れC~d'~~ ，; こお v 、て、 ~-I~ ，~I高 lj~' :rJわれ丸

山18山検討会でのμ丸似こよれば、まず志」μ すニヅJ、委員・片井!A{行委員(王、哉、)-1:

民机肢がIrifえの 1~H-l't:得るためには、そj 】が 1>; ・中、な ¥'，i}B::::，'(/ノて予析・

吋災民畏 ;l iI;R芝・刑事村il:;j-会第 13江戸~.{:j資 fi r及判員:1さにつ/.ご L
m栽 ;J員申M・1lJ宇検討会ら'H3ば配布資料 I故 ;J員申民について IJ)説 10:っ

二日誌s，)(円 431) 3:~27 Lよ341



研光ノ 1 

偏見のない裁判員によって事実認定が行われ、量刑jが次められることが必須ー

当松の条件であり、これを前提として、アのような規定を情くことに貨成とし

た〔出井委員、酒谷戸委員は、原案に賛成した。これに対し、 11豆美明零員ー

四円啓委員は、アの6昧よる内科11休には現併を示しながらも、これを法律に

より刻定することには、縦問を呈した IJ豆委員は、自羊的なル~-)レを策定す

ることにより、報J!dによる影響が懸念される事態は同遊でき、また「偏見」の

意叫、内容が抽象的であること今理出に、イの規定について、反対今示した、川

T守妥員は、メディア側でのU主的な努力がまだ形になって見えていないからと

戸って、性急にこうい JワJた訓不的な井規!7定Eを11

党える、とし、また、公止なJ1i:tlJと偏見との関係は、裁判シスァムの外に何か

仕組みをぷけるのではなくて、裁判システムの1['にこういうものを防ぐ仕組み

を設けるべきと述べ、削除を求めたF 他占、 ~c田委員は、偏見を生ぜしめない

ように配層するためには、イは必要な規定であり、また段低限の官さとL-Ci1、

律で規定すること山体に意味があるとし、賛成したの弟18回枚l甘えでは、報道

機関の自 l的なルールによる解決に以対干る戸はなく、むしろそのような努力

を歓迎する見解が多かったが、なお、法律による規定の足"1については、見解

がはヮきりと分かれた{

第25日検討会では、尚井委員は、恨道による '"1常に強い寸り込み」が実際
にれわれているとし寸懸念を衣明し、予断固偏見の発生がないとは到底考えら

れない、との凡解を述べた。清原隆チ委員は、向井委員が述べたような恨道の

傾1'1があることは 応認めたうえで、あくまでも、衣現の向山、報道の向山を

'，1りつつ、恨道機関が白主的に規律することに期待し、裁判員が、裁判期|山中、

μら偏った報j芭のみに触れることがないように配庖「べきと述べたが、訓不規

定自体には反対しなかった。凶宮委員は、械遭 表取の自由も、公正な裁判も、

どちらも大市な憲法上の価他であるから、なるべくそれらがqrllj立するようにぎ

りぎりまでよL夫をすべきであるとし、了、イともに削除を求めた。酒巻委員は、

報道のl'111 Iが掠めて古い定法上の価仙を持ち、保障されており、できる限:)報

道機|掲が自主的な形で浬性的な対応をすることが、阿による法的制市11を回避す

る最も地切な道ごはないか、と述べたうえで、ア、イの規定は、公止な裁判の

f内情を保障するために、特別の制裁効果は持たないが、法による官で?としては

必裂である、とし、また、，JII不規疋の件質に踏みて、|可規定が報道の1'1111等を

具体的に制約するもの Pはないと埋解できるとの埋出に茎づき、 l民主長に賛成し

[2:-]5J 北法:i~J\6 ・ 4:';6):.s26 



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

た~山委員 l士、裁判のうと， 1 を妨げるおそれのある行為を行ってはし、な， ，二

とが、決判長制伐をうまく決能ιせ fいくた止には当タえとあり、これはI(えの
tt蒋である、と述へ、 7の土i定に賛成u 大ih長刈を長(王、側近機|主による
ガ d ドライン箭疋に委ねるこ川」赴，\~L、戸不規定であ}ても?きれば箭l、万

がよい、と述\た -'-t-~ ，f~木守B，~J)j 委員[立、自士長1嗣!にも 1明 1与するけμ とも、日

当山jなi，:['Fj;足?とi;-も設けることは悪いここでほない、とし、原案に貸出したl

話口;主 1~委はは、~fli1!:i三」やr4rしめfか一つかの子附はた法主主しいえしなが

らも、 1""不規定はj主主lで、必μであるとの見併?こよったc 第ヲ5日検";;'~~では、

氏羽lU〉己主li し )1王師呑 d; ぐっ 1 、訓小規定の是非につい、意見が~]J~かれたい他方

亡、和司十九問による l:主規，::;lli芦別 n:~ト E せる見解も多く λ られたに

市281ぃl検討会では、し:わゆる「座長ベ パ--'":)//;配布され、その'1<では、

以;のよ与な宋カqムiされしf二ο

l イ~C') H~:"í:ょ う|用者計一;につし 3て;土、報声機問において司 Iι};. ル

ルも.(.rζ しつコあることをぬま乏、さ九に検lすするものとする」、

この占にノい亡、「説明J ヴ IJ、「む~H ;f:~の議論 Cfj 、たとき hのニうな7立の

を苛くのか担当であるとのこ景況、恨〕民法iおJ;臼T士1剖に委ねるのが相当であ

るとのご立見。報道機時によるさ i況判の後i:':::::犬lJl，やみた叶えごμlí~ を設ける

かどグ!かえ日とめるくさとのご~:.:;~な (.:'n;~ft くられま L.l'::iJ この同地(ょ、恨;阜

の拘トi-:.\:J ~Kの刻 l ゐ住示じの保障μ直岐かかわ JL微妙法三つ玉変な司窓であります

し、 9 1 Iの検討公の認でも、トヌ;主格'1現によ乙日守二ル ?レω箭7Eが;1コ約九れてし

る引、兄が報告;O:jして Uふとごろでありますのご、その状iJr.をも]6主えながら、
さらl

ましf?苧 Vのつで、 このような業kさナていfγL吠ヲ次第くいよ I'されてい之

これを町主主、 ~'~29回検討会きは、さらにぷ前がr;われたc ロ芸品の対象とな〉

たのは、報j午後司にぶる 111 ルールが~"!lね:':)にどのような h のとあるかという

点であッTが、突は、この向子ル ル(吊しては、存~~1'j:，;-eは必ずしもtヰんか

にさh士う たL、池内論内〉のiiioJclがみりれ、ア・イの規計三のだ非につ1" て

l王、区長、ーノf一以削のぷ訓から合展することは、は[まなか..-，たn

nトの牧"す;告の"'J件ヰ整E干すると、tJ下のよう)こな

;， +~~ ':"j.fi ':;:j皮 刑事転~i"，会第つ8JJJLiI，資枠「考えりれる哉、河員:::IJ皮肉慨'eどに

つし、亡-':

二日誌s，)(円 43:J) 3:~2S Lよ36]



研市ノ

1従う!賛成心〉語解

報道にぶる予相.]高主的危治は右→""、その排除のためには、禁j

ァ'i!定r置くべきである

訓示士見たl土、報道機関への判決 義j寄付けの効果はなく、出の宣誓

として必要である

組7:::反lJの込町

I f{，，~見」のさ叶内容がイ、切断そであ」J

あくま ($Aj主将閣によと山主規制に会AJゐべきである

-公，1な裁1むのが議J土、まえ1"1Jシスァム C)1I1ヴ行われる<.:::-c"ある

・市退 a表現の11[t1は、選辻、川う主主な官怜-cあ/ひ
給付の1ころ、検討会にメjし.，-((主、報道機同の白ート-!Q市lil-13ねるこ}に重J戸

が雪か丸、「川刀τ荒足の是1にd コし γごの枚 I'j-:J、l州11に士される)となく終わ勺

ごしまリたっまた、議両:が、公r:な裁rlの似識と大政・長j言。〉白u..;O)似議と 1

前笠γ終始したごとで、いかなるtlE~が偏見か牛ぜしめるの力、いかな令叶'{;は

かり致事IJ~ を守 h ねばな与ないか、}いうロについごの円件的時下Jは、検討会

(J j Iいてはな三れな古った

F グ)よ与な言毛布1のがI 崇".裁判 ~ílìlJ肢のアでの、司t~n~ よる J^ :fIÍの排除i止、戟

i邑被冴の自主枕剖にー巴主主ねられと ;Ili主['よけ公j卜なl&tlJにl.lして v かなる
た検が及ぶのか、その危険(T】察知IL 1~! 官、の i:i 吉を、報道機関同与がf二うこと L

なす}たのである υ

言自2款 その後の展開

"-C:~ へばように 夜中.JA:t'lr主卜にいける偏見報辺のはJ~J-lj (土、 マスコミの孔

全的な ;1，_. ;l--作り l 委泊.，オしることになったが、この}，~に亡し 1 亡は、 J;.，t.段併に

おしミム到達 I、れたとほ百い駁い J

平氏2Gt:-，1 }--j、 11 千、新聞-I~~j:'~ と I 本氏抗政治連盟内同省 l二、主主ヱ;長市IlfJ{ :に

おける習い報むにコしでの指主?を公表した;， 1 IIIU官〉ち[、ナIf土報i立の必lι

， E1志向協会「裁判1fltll玄関めにあたっ co)VH 報道指針J ('fiJ}t:2C年

.1 )J lG] 1) (hlL~)://\-\\"\\'.:)res~;tlcl.OLj炉、および 111寸Jilll 放送迎1{'7 '1&t-11員制

民 F(おける宇fl報iL(.っし平成20午 1月;..，/(:1) (httP:;"ll山 or.JPi; 1ll~t' :X 

p:~P} 口これら l ついて t!fi;-'; を加えたものと L て、国時計β 「表現・メ J'-'-" T 

i{l，出|グ).ぐっ裁判員雪|ほー IE:#li9号nl日(:2008/'-;-ニI がある。

ー ~.Û、，J: 抗生34) ふ合2~



市民による故判::'(11:阜のお詩(: ~ "j了}

牲を必じたうえで、市沼のn一意汀や);向性を小している にしかし去から、

IrllH旨t十ともに 非iijl::寸ンパク r-( カつ、あくまじ、努刀詰る・困憶するこ
いう :"1容とあり、 士、なルー }l~1J'定成しているとまでは戸うことができないの

こグ)::ヱル ルについて、担l同協会の人程・併ヘ究報問題松，j会帝>$である

有e[新ド57いノ者絞 "，;::、保送機|勾イ山と検討会と01日には、根本的に、意児m

J汗速があった予とを r-]Jjらかにし.c'v'る ll:~ -'i':J;，~19L-に xJí 司|品会と最高!弘、け

弁連の会内が行われ汗 その1['で、お商法、 1 : 1:'速の両者から、庁間協会は

は主 1レ ノLを作るは「だぺたのではないかJ とね舟さ h、志向協ゴ?と〕ては、

その日4(こ初め ζ I侃匡報声をしと主し 3ための白 FJt ル lを新聞協会がjノトるこ

と芥条i1に、偏見杭コ主主 11 規J主が削除長れたと，/io~t されていゐことが;h刀った

〉いう)その後、訪問t0t:;;Z~土、 ;t:.，:述べ t- 指針」を作成 L /，が、，、H旨引は

外部かつの求めにぶつ℃抗:i:!-，φ ものではなく、:長造fJ)Jt立をより高め、回Jての

い婚を科る二とを :::Itfi:八白 i.~Ü;; ;こ煎えするものご品 [11]，、行詰|は同氏

仁示すもので、法1241 押への日格子~--.け土なし， ， il との見~rのもと、主主いているこ

ノ目í:~11高会じよるおd十は、おおもね JXI、のような内特 lある}、1汗-rtl:frN:貯の

供述に院して、也容の7べてがそ tJ)まま真実である v の印象を読者等寺える

こkのないよう T一分配陪 f己、ペレ被統計cヲヌザ人関係ヘコ主育t:;t，，:?i止、 eiflの本f't

ヤ宵示を{ill桝する上でム、l止とと範附I有で浪じ、可u科.HI:抵iうい Lは、これ王で

|斗様、慎五;ニ収:)叫 λ 、:::--C4i件に関する71:者。〕マメントゃうf析は、被疑者がJr

八ピあるとのnj~ ぺ c"省寺i二植え付けるここのないぷう十力、柏!日するr また、

尺問は三連lli1のfi7引!手、おβ むね以下のぶつな内容であるに T)k，'と疑者 被告人

の土張μ斗を聞ける、(:，-， 五月μ社公円:;:JiXを加えるぶろな報道は遊る、@
ヰ.j:.~r:' C)玄}三 百目、を理解 qる上で;にかせないと判断される精米をほ〕る日告は、

当事手のお手セ プフイパ乙 を4主主する、ぺJ多様な芯誌な考広 1，、多角的なね
退千七、かける、 九、予|祈を11正iI、事実をありのまま，:12:;三、情 1，沼必|ぜの;;j{口1Iに

反 Lない範同で、 'ri1i載の発11;冗を明らかに 9，~() c .:~、 j;.\(~jJlFl U、のj墨旨を尚三え、

取村・報道に当たる η 枚Idrべき同~i!在、ェじた場合 I土、蕊判所と 分に協議f

る、 工刀¥J川円半裁干判lへUの);川札，11封~cη) 士迎型 1桝梓を派めるために、 ノ訓測H刊'J~ふ「ぷ仇北の;峠原司剤羽1りl につ νU、て社沢依tむ;沼立

することに努める、'}{J

司取1村"':江7主γ当たるコ
う r:純一 i~_T な夜明4 と較 j立 ú; 庄市 ú; 訳手E 取材・報iu指針治jE(T)経緯い
訓:'ゐ Jl!i-Pi1iiil究6iS号:0白 (~ρ0き江上

#"前J品論文、 :':_0 

二日誌s，)(円 43:;) 3:~2:l Lよえ只1



研市ノ

也、つハ

前款で述べた裁判員市日正.!::J守:1合jす会の議論内存会みナι;え偏見報道ιワ問題

解ì;~(当，.っとは、}~送検i司 l よる自主ル ルの箭7tが大ぃj佐であり それが

作られるこ〉を条叫に禁11規定ド削除さjιたこ炉は明わか{"あゐよろに思われ

る〕十五ヨ機|埼!日1と検討会との「υ10， I ~き買の相i主 が、|而/7，':'R涯を排除 v 、公11

な裁判長奴fljを作 i) 卜J7よλとした牧，t;べの比;息子不十分なものこ/ また、

j-;"祈巳阿見のない戎判j目指IIIL'ず沼の恨特にかかわる亘大な問題でこのニーが、

あるこ亡を、指摘Lておかなければならない J

他方、、!万'itl~昨 s J:j:こ|存l かれた lγ ス J ミ{付ffiÆ談会全 l同協議会 I "全戸!大

会では、最尚点止刊所の主事 j寸が、あく王℃桐人I↑Jな 8":.~ と(たおえで、 iH'1 員

*1;1見ずにあ J ては裁:引はに子断を7える報道をしなし:ょう lレ、都道機関配

慮を;Jtめる ðJ~，を!斗 ;1:二 l~~これによれば、以 l の」う品、 G;戸ヨを含む報道が、

問顎のある主ii.匝ずあり、'1と ir)な主主判のために えの配おが必専だこ u う
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 e被疑省の'1い"ち

. .'j1-fl い問 fゐ有誠fi(1:】コメン ι

これらのJβ 同(士、 ;h ，J 中で:弓ベた法廷1寄与f ，l~ç， I!が混同される公表対刑 IH" 科

の予'11辺、将隆 志性格の批判、散在人グ〉有詳 加持についての l:.~よ、i3 n をは

[二灼とする証拠につvにどの日i退)にほほn什 jるもので&ι イFりスの法廷
ノ11上半の :t'l皮に円らす r 、参下 h がこれりの底打を芋3:， r/:~ こJ-.. (土、合Jru，である

ように忠われる 、の意味で、(iJ!iヨについての恨み色こ 支の担華がなされる

とづ h(工、予断・偏見的問題辻、同首li'，Jることがご与るかhしれな ν

る向子)!， ル 0)笥7三泊 .ì~んでおら F、いかなる惜道子1立わか:'_~--:j t '<て di道機

c.わゆ

関知的明確~盗事与がRJjらか.，(' ，~:い以」ーこのよう在吉見が Hi され ω こ少は、

立のJ行主 l になるであ人うごただし、 j刊事検出会に正づいで、 ðl}'!)~}!1選対制の'1'，し、

の議論!土、あく主で報道減問の I 規制によるべろことに長中 1.、v なし、 i}

ヨこの E 兄については、 1)，1、で犯介さ干し亡、ミる 安和 i人 j;え刊cP，lj皮こ板
員:1'、lヰ" 研修113うすむ刷、 iH~手口 Ff (2U~ 培4子そん

ー ~.Û、!):抗生32) ふ合2212開J



市民による裁判と判過の影響(2・元)

による規定をすれば、表現の自由 fli遣の自由の保障が脅かされることが懸念

されていた{この参事'((の見解が、最古裁の考えとして受!trlめられるとすれ

ば、検討会のぷlIiiUは画自Jに帰すことになろう。この 6J且口に|喝しては、大会に

山l帯した報道各社の代支からも、 lぇ守自の声が上がったという 報道機関JftlJのこ

の反発の芦は、 hでは参事官による見解が附されたことによってほ道機関が

義務を認され、報J!dの1'1r甘が脅かされるかもしれないという懸念に基っくもの

であろう L、他方では6項円の内容についとは、現在の事件報道においても1('

心的なものであり、今後も報i主の刈象とすることを、報進機関が前提と考えて

いたことに来づくものごあろうマ

そうであるとするならば、法廷侮l手原民IJを通してみてきたような、犯罪報堪

の問題占とその規制のUJ能性は、なお、 A現の自由の墜を打ち破ることができ

ないかもしれないじ検，ft会において、禁11規定の是:JIそのものについて、そし

亡、具体的な偏見報道の内容につい亡、よりはい議論がされどいたならば、主'-

現りは耐を前にいかなる手JLてもないという現状は、少しは異なっていたよう

にも思わオしる

第2節結びにかえて

本稿 eは、イギリスにおけるiLi1侮辱原則を中心に、刑事裁判と犯昨報道の

影響の附也について検討した。

{l1j辱J阜、則は、適正な司i1、i軍常の保譲および公正な裁判の保7避をH的とするじ

7直'"，な戸Ii去淫営の保護および公lトーな裁判の保護とは、干断がなく、適正に枕示

された証拠のみにもとついて者珂をねう裁判lifiの確保平、でのような裁判所に

対する市民の信頼の時保を意味すると解される。侮原原則は、これらの確保を

実現するために、とくに陪脊をはじめとする事実忍疋粁に対し、予|析を惹起せ

しめる公表の排除を日的として、 T統に対する妨主の危険をI1ぜしめる公去を

1Jった1';'に対し、刑罰等の制裁を予定している{ただし、この刑罰は、侮辱qJ

為を犯した人物に対する育停の治改のためだけでなく、 i苦心;的な公表人を合め

た公友人らに士]して威嚇作肘を及ぼすことにより、手続に対する妨害のjl11l1を

期待して行われるものである。

他方、侮辱原則が公表による俗l手に対し制裁を予定しているにもかかわらず、

コモン・ 11~ 1-.の法廷Jiu:辱ユドの認定基準がィ、明献なものであった点は、女王見の
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自由を評議するすj告かむ批 :'J さ~~たいこの批判を';~けておi干法が判定された

ことにより つエン ;-r トのi侍!(y;i，主スリは、安i千のfiJv在イじれ*1-:"のおiZ2という

，SZで修Ifされど，

19例年訟は、敢裕高笠原引の;迫訂を公表fおl 限定しげ条 1J頁}、敢椛高

j千ijj{則の適用される信号0)寄矧的万立す要件を l退行11:0)特定の]散におb了る司

d、の過程ふ深刻"妨害する尖質的 l己議J とど昨だ (， 1-x-，:、 :2 ~ミ 2 :c)主および2烹:

; JtU。この要件 t一、ljCu土三人ない行為であっ亡も、コモン・口 卜の1な写版

出(.，::ょっと刑罰を朴すことが;--I}告ではあるかは条1('1人その慌には、J::iと測が、

当該行為が妨害の玄関;こ芹づいごなされた F とをす，i1せねばならなνc これ lコ

こより コモン.T-]- r. ， 肩をでき支f'示日IJ の 71~ I-;_j誇れる行為c刈

ことにな J 丈の iアおる

王f二、 j号81午法は、 :1':;ン・ロ にlとして、常i1.下罪成ii.に丸1'1'る抗弁を苛実

H:させた 王ず 1981年 ;'l、~;;. 196U年戸1 <1、 to/，';;f; l1、 (~lw Ad 日1 ， 111ぉ lra~i(); ， o[ Jl1S 

tlcc :'¥C'I ~以;0) 11条iよハて ，といく主l!";じされてした 叩主主の心表 a頒布。)抗

予、J を踏渡Lt..-: (，:-;来)() :~ -1':、は、ノそぶま f干:J沼布を.1";'"，_，/干苦が、コうを1j--]-:;に

より!主主にλ1'jゐ均六山'1じゐことにっち切りえなかった場吟に、そ山ような

Li勤労要玄の i張主.t'r; 1rとして認めるムのであるコ F グ):}/t.1r-(士、公式ノへの 1創

出''J!/よよ-Î-~: 与 I，U ないことにつき'口「つする厳拾宣Jr示日:1 のfJlj外てかある また、公

京のF;f{，、官たる宇iIりにういての議論の経緯が、偶発的;一手偉い対守る妨'~k

ギず}た」過吉ない1"也、には、i:iョむ重論に司わる公表を11;;:);手としないと寸る抗弁
も、 198~主i1、 5$にJ~定与れたリ :れは、コモンー↑ 7ー卜も徐?に認められつ

つあったJ元弁であり、 円論のd:11 と公衆の ~U る格干IJ!))胃んの充LL!.ル!ミqるもので

あるい

このJうに、 1981γ法i士、嬰刊の明T市i':と抗弁.])新1支を詳細に叫C2LJている

が、他方ご、報道機院による公表におj- l~ "((土、なお厳市責任_Üt~潤の旭川を維持

じているヘ lU引叶 i}: ft;:J~¥.<. ~ l:ッて多くの数tE奇なし Pブ;"1) :;::-ア委員会がJ守

扱〕ていたように， lti、このことからは、報辺がとりわけ陪官[よる品川IJIこだ

して重大な予断阻師見山影法を及ばすこといういて、大えな危険恐が存(rする

こと詰吋J芯、ゐ

この E うなけ;佐官E辱Mt:fIJì，-~:司寸る判例!、裁判所 i 影響を及ぼ L つるとされ

f(e!Jor[ρ1!fte Cm山刀l!r戸川!('(;1山川tiiJ(亡。m'/，(19/1)，じEl!;d.~'!9'l. ，，~川 r~; 卒。

ー ~.Û、 :J:Ji 全日(;1ふ今日〕



市民による裁判と判過の影響(2・元)

ている公表内容は、おおむね以 lのようなものである c

::1) 被告人的竹村rおよび経附剖批判する公表

;争被告人のtOドまたは保持を午長する公表

③ 証拠に閉する公表

〔おの被告人の性格や削科を含めた経歴について批判する公表は、事実認定者

等にjりして被告人が有罪であるとの印象や、偏見を生ぜしめることを期間とし

て、判除される。また、 (2)の有 ~Wまたは舵リドを断定し、または暗不して十保守

る公表も、そのような主張を史実であると誤信させ、事実認定者等に予断を生

ぜしめることを埋出とし亡、 ifu:辱と判断される。 (3)のfI1l拠に関する主去につい

ては、いまだ五日処能力の認められていない資料や、そもそも五日処となりえない

資料が事実認定者の面前に徒不されると、事実認定者がそれらの資料から得た

心証を排除tることなく、事実認定に反映させてしまうおそれがあるため、侮

辱に当たると考えられる ただし、そもそも示および必にいう公点もまた、証

拠法則によれば、排除の対象となる資料であることには、注意が必裂である p

被告人的思性格や前*'1を含めた経歴に閲する資料は、被告人が訴追きれた犯

罪的事実を古証するものではないから、関連性のない証拠として証拠法則によ

り排除される類型lに当たる j また、被告人の有搾または和維を主張することは、

単なる推論に過ぎず、これも悶連性のない証拠として扱われる。これらの資料

は、そもそも証拠とはな1)得ないがゆえに、証拠il、日1)によって排除される資科

に該当する。したがって、たとえ「続外で行われる公表行為に起凶するとして

も、これらの資料が事実認定者に提供されることは許されないと珂解されてい

るのである。

他方、これらの資料とはiJIjに、証拠決記手続を経た絞に証拠として辺、められ

るり能性のある資料であっても、訓拠能)Jの認められていない段階では、それ

らは、公表されてはならない。また、証拠能力がすごに芯められた資料であっ

ても、当該資料の公表がif当イじされるのは、公表延期命令の発布されていない

場合であっては条2ユ買)、さらに問題の公表が公止かつ止確lこれわれる場合

に|担られる 14 条 l 取)。また、そのような資料を用いて~~りのような主張を公

表することはできない{このように、侮辱原則によって排除される公表内刊は、

副拠法目iIによっても排除を下定されているKrl拠類型に当たる 2 子杭l何では、事

実認定の根拠となる証拠は、証拠法川によって、厳世にコントロールされてい

るのに比して、報道等のう去行為は、宣E秩)ジに行われうる。それゆえ、干続外
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から影響や下断の惹起される場面では、侮辱原則が適用されるのであるレこの

思味ご、侮辱t9，則は、証拠法則の機能を補完し、その実効性を確保する機能を

有しているといえる一

このように、侮辱原則は、予断・偏見といった影響を排除し、公止な裁判を

確保するために重要な役割を果たしているが、侮原原国IJによる}RA等の公去の

山;1]IJ1は、表現の1'1rt1の保J告との関係で、問題となりうる。

報道等の公示行為を制限ずる11、佳ii正辱に関連守る場面では、公ifな裁判の保

護と表現の山門1の保忍は、衝突する利益として理解されてきたバしかしながら、

ぷ現の自出よりも公ifな裁判lの保識を重視する姿勢は、ヨーロッパ人権裁判所

の判断干、侮j手原国II{]の成え法である1981年法の制定を粁ても、人きく変化す

ることはなかったι イギリスにおいて公A制限が容認される大きな理出の つ

に、侮j平原則に代わる他の有効な手立てがないことが考えられる p イギリスで

は、公ifな裁判カ'Je常に重要な手IJ訴として認識されており、代わりうる子段が
ない限り、報iliに "J する il11m を行わなければ、公ll:な裁判のi~~mは、実現しな

いと理解されているのである。このイギリスの姿勢は、特妹であり、表現の自

由が憲法上定められているわが凶においては、受け入れがたいものと与えられ

るだろう υ しかしながら、わが国においとも、裁判員削l支 刑事検討会で、市

民である裁判員カ刊日道によって彫響を受けるのではないかという点が問也制さ

れ、偏見報泣禁止規定の是非が議論された経緯があるつ市民の参加する裁判の

中で、 -}AJ邑による影響の附也がii，2，Iifil:され、これに対する何らかのr.-uてが求め

られるとすれば、わが国は、犯罪報道による影響と表現の向山の問題に問Lて、

イギリスよけも大きなンレ/マを:jI'，jえることになるかもしれない。この点、今

t在、犯罪報道の扱いに問よる議論が深められるとき、イギリスの法廷侮辱の制

度およびその発展について理解しておくことは、いくばくか参与になるように

思わオしるつ

では、わが同では、裁判員市IJ/j[の開始が迫ったJj!在、市民による裁判と技遣

の影響の問題に対 LT，，サ、なる方策がとられているのだろうか{

裁判l員制度・刑事検討会では、偏見抜道LT止土l定の是非がぷ必されたc この

議論の根底には、現在1Jわれているような報道が、裁判員に影響を及ほし、公

正な裁判が期待できないのではないか、という懸念が存イ上する。検討会では、

表現の111I 1を保護する止場からの批判があり、結局、偏見報道禁1I規定は結実

しなかった。ただし、その前提条件として、報道機関が「白米ルール」を策定

[24:1J 北法:i~J\6 ・ 428) ね18
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L、自ら偏見'W道を行わないよう努めることが要請された。

しかし、前節ご述べたように、その後の報道機関の対}，bi:!，i!IILTいた}ま

た、偏見出道栄止制定削除。〕前提であった自キルー)レ作りについての、?Ii道機

関の沼、識も、 I，，~，t会の邑:図したものとは違っていた口裁判員制民と偏見報道の

問題において、頼み綱であった「自宅)レ」ル」の策定は、裁判員制度開始まで

に、 ift'~.な局耐を向かえることになるであろう{

このような現状の'1'、平成19年には段高裁参事官によるいわゆる 6J頁円に関

ずる見解が山されたっこの6項目は、上で述べた法廷侮与原則が迫肘される公

ぷ類型にほぼね合L、イギリスの例に同月すならば、市民による裁判に対して

危険を及ぼし得るものとして理解できるものであるのしかしながら、報道伐開

制1Iは、この 6項円には、批判的な態民:を見せており、偏見のヰじる危険が懸念

される内界が、裁判員制度「においても報道される可能れは、白、定できないよ

うである。

市民ω参加する刑事J.，tlJとの関係で、いかなる報道が問題視されるのか、そ

して、似にそのような報遣を俳除ターると干るならば、どのような制区設計がg

J泣かという点は、わが凶においては、これまで、必ずしも|分には議論されて

こなかったi 報道機関が裁判員削l正下においていかなる報泣をわうのか、まだ

まだ先が凡えないところであるが、市民に対寸る'Hli量の影響が絶大であること

は、イキリスの例から述べたところである c

WJもなく裁判員制度が始まる付裁判員の予断に対する懸念から、裁判員制度

向休の適正さが危機に陥らないためには、まずは、刑事検討会の求めた「向上

ルール」策定がllZJA機関によけ実恥され、かつ、有効に情刷されることが、必

須のri~題になると目、われる υ

※脱稿{去、平成21年2月20円{寸長十字革新聞紙上ご公表きれた、「峠税引間ガイド

ラインJ (事件、裁判l恨道に|却するもの)に触れたレ他の新聞各十十にも、阿

tRの重力主があることをi寸百L-Cおく。
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